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表
紙
の
紹
介

　
野
山
や
丘
な
ど
、
自
然
の
中
の
コ
ー
ス
を

走
り
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
も
ら
お
う
と
、

四
十
三
回
目
の
「
市
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
レ

ー
ス
」
が
三
月
二
十
三
日
、
水
林
競
技
場
周

辺
指
定
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
大
会
に
は
市
内
の
小
・
中
・
高
校
生
を

始
め
、
県
内
外
か
ら
男
女
合
わ
せ
て
四
百
四

十
四
人
が
参
加
。
二
㌔
か
ら
八
㌔
ま
で
、
部

門
別
の
各
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。 

　
昨
年
の
大
会
で
は
足
元
に
雪
が
残
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
日
は
春
本
番
を
思
わ
せ
る

暖
か
な
日
和
に
。
選
手
た
ち
は
、
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
な
っ
た
全
天
候
型
の
ト
ラ
ッ
ク
を

気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
駆
け
て
い
ま
し
た
。 

森林環境の保全などに配慮した紙を使用しています。 

ま ち の 風 景

球春到来  グラウンドに響くナインの声
　チームを結成して２年目となる、由利高校硬式

野球部。まだ自前の練習場がない同部は、雪が消え

始めてきた３月中旬から鶴舞球場での練習を開始

しました。この一年間の練習で、体もひとまわり

大きくなって力強さが増した由利高ナイン。チー

ムのモットー「清冽颯爽」（清く勢いがあり、さわやか

なさま）を胸に、今年の目標はもちろん甲子園出場

です。さわやかな春の青空の下、一球一球に集中

しながら練習に取り組んでいました。

　スポーツシーズン、いよいよスタート ――

！

せいれつさっそう



３�Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００８�

西滝沢水辺プラザ整備事業�
県営ため池等整備事業 �
基盤整備促進事業 �
土地改良施設維持管理適正化事業 �
農地・水・農村環境保全向上活動支援事業�
道川漁港整備事業 �
松ヶ崎漁港整備事業 �
西目漁港整備事業  �
水産物養殖研究事業 �
「秋田由利牛」肥育農家育成素牛導入支援事業 �
肥育チャレンジサポート補助金 �
めざせ“元気な担い手”農業夢プラン応援事業�
高品質良食味米生産体制強化事業 �
中山間地域等直接支払交付金 �
担い手支援センター事業負担金 �
「豊かな大地に暮らしてみよう」支援事業�
品目横断的経営安定対策事業 �
民有林造林促進事業 �
森林整備地域活動支援交付金事業 �
林道開設改良事業 �
公有林管理事業 �
（社）由利本荘市ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ運営補助事業� �
勤労者金融対策事業 �
商工会運営補助事業 �
中小企業融資あっせん資金事業 �
生活バス路線等維持事業 �
由利高原鉄道運営補助事業 �
職業訓練センター管理運営事業 �
大内工業団地造成事業 �
市観光協会補助事業 �
イベント開催補助事業 �

住民自治活動支援交付金事業�
活性化事業補助金�
集会施設建設費等補助事業�

平成20年度の主な事業�

1．地域に開かれた住民自治のまちづくり�

2．活力とにぎわいのあるまちづくり�

事　　　業　　　名� 実施地域�事業費�（千円）�

85,383�
13,839�
38,806�
11,866�
28,177�
180,000�
150,000�
100,000�
6,703�
1,440�
1,800�
45,611�
21,000�
527,323�
5,000�
500�
500�

12,000�
88,712�
19,383�
62,725�
16,200�
100,000�
30,000�
33,400�
112,854�
39,564�
10,553�
104,478�
22,640�
6,500�

由利�
大内、東由利、鳥海�
鳥海、東由利�
岩城、由利、東由利�
�
岩城�
本荘�
西目�
岩城�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

18,242�
1,000�
6,120

�
�
�

本荘、矢島、由利、�
大内、東由利、西目�

ま
い�

や�

市
長
施
政
方
針
―
―
―
―
―
―（
要
約
）�

重
点
施
策
の
演
述
―
―
―
―
―
―
―（
要
約
）�

飛躍�
�

　
平
成
に
な
っ
て
早
二
十
年
。
大
き
な
節
目

の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
元
年
は
、
東
西

冷
戦
の
象
徴
だ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊

や
中
国
で
の
天
安
門
事
件
の
発
生
、
わ
が
国

で
は
消
費
税
の
導
入
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
数
年
足
ら
ず
で
バ
ブ
ル
経
済
の
破

綻
。
以
来
、
日
本
経
済
は
す
っ
か
り
長
い
冬

の
時
代
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。�

　
今
、
時
を
経
て
、
よ
う
や
く
か
す
か
な
春

の
匂
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
地
方
自
治
体

に
と
っ
て
は
、
格
差
と
い
う
後
遺
症
、
い
わ

ゆ
る
財
政
難
を
抱
え
込
ん
で
の
戦
い
が
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
私
は
こ
う
し
た
こ
と
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
、

未
来
に
光
を
求
め
、
「
今
、
苦
し
く
と
も
あ

き
ら
め
な
け
れ
ば
失
敗
で
は
な
い
」
を
信
念

に
、
市
民
の
信
頼
を
い
た
だ
き
な
が
ら
市
政

の
運
営
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。�

　
長
年
に
わ
た
っ
て
要
望
を
続
け
た
日
沿
道

に
つ
い
て
も
昨
年
、
「
高
速
交
通
元
年
」
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
開
通
に

よ
る
波
及
効
果
と
し
て
、
地
域
に
新
し
い
風

と
活
気
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
特
に
、
本
荘

工
業
団
地
へ
の
Ｔ
Ｄ
Ｋ
の
工
場
建
設
が
始
ま

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
進

展
に
伴
う
既
存
企
業
群
の
活
発
化
な
ど
が
進

み
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
、
「
ミ
ニ
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
を
目
指
そ
う
」
と
の
合
い
言
葉
に

弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。�

�

　
昨
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
で
、本
市
小
・
中
学
生
の
学
力
が

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
県
立

大
学
と
い
う
「
知
の
学
び
舎
」
を
有
す
る
本

市
に
と
っ
て
は
、
誠
に
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
す
。�

　
私
は
、
常
々
「
教
育
は
地
域
再
生
の
漢
方

薬
で
あ
る
」
と
信
じ
、
自
己
の
持
つ
潜
在
力

を
引
き
出
す
た
め
の
教
育
の
推
進
に
努
め
て

来
た
と
こ
ろ
で
す
。
人
材
の
育
成
を
さ
ら
に

推
し
進
め
、
産
学
官
の
連
携
に
よ
る
「
知
を

生
み
出
す
力
」
と
「
企
業
の
発
展
す
る
力
」

の
創
出
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。�

　
新
市
に
と
っ
て
は
、
誕
生
四
年
目
に
入
り

ま
す
。
四
歳
児
は
自
分
で
考
え
て
行
動
し
、

お
ぼ
つ
か
な
く
て
も
行
き
先
を
決
め
、
一
人

で
歩
み
を
前
に
進
め
ま
す
。
ま
し
て
や
、
本

市
は
希
望
の
あ
る
未
来
に
向
け
て
進
む
こ
と

を
誓
い
合
っ
て
の
合
併
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
、
真
の
自
治
体
と
し
て
自
ら
の
総

合
発
展
計
画
を
見
直
し
、
再
生
の
道
を
切
り

開
き
創
成
期
を
確
固
た
る
も
の
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
市
が
一
体
と
な
っ
て
苦

し
み
を
喜
び
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
、
飛
躍
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。�

��

　
新
年
度
の
予
算
編
成
の
方
針
と
重
点
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
　�

　
国
は
、
新
年
度
予
算
を
歳
出
改
革
を
軌
道

に
乗
せ
る
重
要
な
予
算
と
位
置
づ
け
、
国
・

地
方
を
問
わ
ず
歳
出
の
徹
底
し
た
削
減
を
行

い
、
予
算
の
重
点
化
、
効
率
化
を
行
う
と
し

て
い
ま
す
。
一
方
、
地
方
財
政
は
大
幅
な
財

源
不
足
の
状
況
に
あ
り
、
国
の
歳
出
予
算
と

歩
調
を
合
わ
せ
た
歳
出
の
見
直
し
や
定
員
の

削
減
、
地
方
単
独
事
業
の
抑
制
な
ど
、
地
方

財
政
計
画
の
規
模
縮
小
が
求
め
ら
れ
て
い
る

状
況
で
す
。�

　
こ
う
し
た
中
、
本
市
の
財
政
状
況
は
、
平

成
十
八
年
度
決
算
で
実
質
公
債
費
比
率
が
地

方
債
同
意
基
準
値
を
超
え
た
た
め
、
県
の
指

導
の
下
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
「
公
債

費
負
担
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
新
年
度
は
、
公
債
費
負
担
適
正
化
計

画
に
沿
っ
た
具
体
的
な
取
り
組
み
の
初
年
度

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
総
合
的
な
財
政

管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
。�

�

　
「
さ
く
ら
満
開
の
ま
ち
づ
く
り
」
推
進�

�

　
次
に
、
重
点
施
策
に
つ
い
て
「
由
利
本
荘

７
月
６
日
　
、
本
荘�

文
化
会
館
を
会
場
に�

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
」が�

開
催
さ
れ
ま
す
！�

（日）�

（
平
成
　
年
６
月
の
収
録
で
）�

１１�

２�平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう�４� １�２０�

平成平成20年度年度�
一般会計一般会計予算�
平成20年度�
一般会計予算�

　
平
成
二
十
年
度
の
市
政
の
進
め
方
を
決
め
る
第
一
回
市
議
会
定
例
会

が
二
月
二
十
一
日
か
ら
三
月
十
九
日
ま
で
開
か
れ
、
新
年
度
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
身
近
な
生
活
な
ど
に
か
か
る
一
般
会
計
は

四
百
七
十
億
七
千
万
円
で
、
前
年
度
比
八
・
五
％
減
の
緊
縮
型
な
が
ら
、

多
方
面
に
目
配
り
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
議
会
初
日
、
柳
田
市
長
は
「
希
望
の
な
い
と
こ
ろ
に
発
展
は
な
い
こ

と
を
心
の
支
え
と
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
豊
か
な
由
利
本
荘

市
を
引
き
継
ぐ
た
め
邁
進
し
ま
す
」
と
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。�

ま
い�



５�Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００８� ４�平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう�２０� ４� １�

�
　　放課後児童対策事業�
　　病後児保育事業�
　　保育園整備償還金補助事業�
　　障害児保育事業　　�
　　延長保育促進事業�
　　ファミリー・サポート・センター事業�
　　保育所入所措置事業�
　　市立保育園運営事業�
　　乳児養育支援金支給事業�
　　児童手当給付事業�
　　児童扶養手当給付事業�
　　子育て支援金支給事業�
　　ひとり親家庭福祉事業�
　　児童館運営事業�
　　子育て支援センター運営事業�
　　乳幼児福祉医療費拡大事業�
　　入院医療費支給事業�
　　妊婦へのブックスタート事業�
　　不妊治療費助成事業�
国保特定健康診査および保健指導実施事業�
国保人間ドック助成事業�
老人保護措置事業 �
　　介護予防事業（転倒骨折予防教室事業ほか）
　　包括支援センター運営事業�
　　任意事業（家族介護教室事業ほか）�
包括支援センター運営事業（介護予防支援業務） �
敬老会開催事業 �
高齢者祝金給付事業 �
家族介護手当支給事業 �
緊急通報体制整備事業 �
生きがい活動支援通所事業 �
老人クラブ活動費補助金 �
介護保険事業（調査費等事務費） �
　　寿荘分担金�
　　地域支援事業分担金�
　　介護保険事業分担金�
特別養護老人ホーム運営事業�
母子保健事業 �
住民検診事業 �
健康増進事業�
感染症等予防事業 �
心の健康づくり事業 �
自動体外式除細動器（AED）設置事業 �
障害者自立支援事業（介護給付・施設訓練等給付事業ほか） �
�
�
ごみの減量化推進事業 �
消防・防災施設整備事業 �
急傾斜地崩壊対策事業 �
まちづくり交付金事業  �
街路整備事業 �
住宅市街地総合整備事業 �
本荘中央地区土地区画整理事業 �
農業集落排水事業 �
特定地域生活排水処理施設事業�
公共下水道事業 �
特定環境保全公共下水道事業 �
松ヶ崎地区統合簡易水道施設整備事業 �
大内第三簡易水道整備事業�
亀田簡易水道整備事業�
本荘地域浄水場新設事業�
西目地域配水施設整備事業 �

事　　　業　　　名� 実 施 地 域�事業費�（千円）�

�
52,856�
9,856�
3,263�
7,705�
27,884�
2,000�

1,639,332�
731,717�
54,720�
577,650�
299,473�
51,000�
14,869�
13,647�
15,737�
42,872�
3,000�
80�

1,000�
33,702�
20,000�
173,131�
19,801�
52,301�
44,176�
40,907�
20,425�
17,267�
14,724�
10,106�
10,581�
9,080�
35,151�
72,880�
19,302�
843,014�
712,446�
40,474�
58,748�
5,160�
73,468�
1,012�
500�

776,248�
�
�

70,100�
122,777�
26,600�

1,378,479�
120,010�
32,214�

1,255,086�
1,361,969�
57,242�
680,139�
113,390�
571,123�
160,994�
79,010�
90,000�
36,450�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
本荘、西目�
本荘�
本荘�
本荘�
本荘、大内、東由利、由利、岩城�
本荘、大内�
本荘、矢島�
岩城、大内�
�
�
�
�
�

子  

育  

て  

支  

援  

事  

業�

地
域
支
援
事
業�

広
域
分
担
金�

4．恵まれた自然とやすらぎのある環境共生のまちづくり�

3．健やかさとやさしさあふれる健康福祉のまちづくり�

自治�

保健� 産業�

市
総
合
発
展
計
画
」
に
お
け
る
七
つ
の
施
策

の
大
綱
ご
と
に
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
第
一
は
「
地
域
に
開
か
れ
た
住
民
自
治
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
す
。�

　
合
併
理
念
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域
の
一
体

感
を
生
む
こ
と
」
が
緊
急
か
つ
最
重
要
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
由
利
本
荘
市
歌
、
市
の

花
・
木
・
鳥
の
制
定
に
続
き
、
十
九
年
度
に

市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た
。
市
民
憲
章
は
、

恵
ま
れ
た
自
然
と
の
共
生
を
図
り
な
が
ら
さ

ら
な
る
発
展
を
願
う
と
と
も
に
、
郷
土
を
愛

し
、
自
ら
の
手
で
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
市
民
共
通
の
指
標

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
啓
発
し
て

参
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
「
さ
く
ら
満
開
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
度
に
「
市
さ
く

ら
マ
ッ
プ
〜
さ
く
ら
百
景
〜
」
の
作
成
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、今
後
こ
の
財
源
と
し
て
、新

設
が
論
議
さ
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

を
中
心
に
活
用
す
べ
く
、
本
市
出
身
企
業
経

営
者
の
方
々
な
ど
に
趣
旨
を
提
案
申
し
上
げ
、

広
く
ご
厚
志
を
い
た
だ
き
た
く
考
え
て
い
ま

す
。
四
月
以
降
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
、
こ

の
「
さ
く
ら
マ
ッ
プ
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
市
内
外
へ
市
の
さ
く
ら
の
名
所
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
次
な
る
構
想
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。�

�

　
「
豊
か
な
大
地
に
暮
ら
し
て
み
よ
う
」�

�

　
第
二
は
「
活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
」
で
す
。�

　
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
で

は
、
食
の
安
全
安
心
に
対
す
る
期
待
が
急
激

に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
背
景
と
し
、
一
層

の
地
産
地
消
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
昨
年

新
た
に
設
立
さ
れ
た
集
落
営
農
組
織
に
対
し
、

さ
ら
な
る
経
営
基
盤
安
定
強
化
の
た
め
重
点

的
な
各
種
支
援
を
行
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
森
林
な
ど
の
豊
か
な
自
然
を
守
り

つ
つ
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の

地
域
ぐ
る
み
で
の
共
同
活
動
を
支
援
し
、
米

政
策
改
革
の
見
直
し
を
踏
ま
え
て
経
営
所
得

安
定
対
策
な
ど
の
新
た
な
支
援
対
象
と
な
る

担
い
手
の
育
成
を
重
点
的
に
進
め
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
本
地
域
が
有
す
る
豊
か
な
自
然

や
文
化
、
地
域
資
源
な
ど
の
情
報
を
発
信
し
、

都
市
住
民
や
団
塊
世
代
の
呼
び
込
み
を
図
り

つ
つ
、
農
林
水
産
業
の
体
験
や
地
域
間
交
流

を
実
施
す
る
た
め
の
体
制
整
備
を
行
う
べ
く
、

新
た
に「
豊
か
な
大
地
に
暮
ら
し
て
み
よ
う
」

支
援
事
業
で
、
本
市
の
中
山
間
地
域
の
振
興

を
図
り
ま
す
。�

　
水
田
農
業
の
主
体
と
な
る
稲
作
は
、
土
づ

く
り
実
証
米
の
さ
ら
な
る
生
産
拡
大
を
基
盤

に
「
由
利
本
荘
米
」
ブ
ラ
ン
ド
の
浸
透
を
図

る
ほ
か
、
畑
作
に
つ
い
て
は
鳥
海
リ
ン
ド
ウ

に
代
表
さ
れ
る
「
地
域
品
目
」
の
育
成
・
生

産
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。�

　
畜
産
振
興
で
は
、
秋
田
由
利
牛
の
一
層
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
、
首
都
圏
向
け
の

取
扱
店
の
掘
り
起
こ
し
と
肉
質
の
統
一
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。�

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

道
川
漁
港
、
松
ケ
崎
漁
港
、
西
目
漁
港
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。�

　
観
光
振
興
策
で
は
、
韓
国
か
ら
の
誘
客
を

含
め
て
体
験
型
の
観
光
推
進
に
努
め
る
と
と

も
に
、
魅
力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
創
出
に
つ
い

て
も
対
応
し
て
参
り
ま
す
。�

�

　
「
医
療
制
度
改
革
」
へ
の
対
応
を
重
点
に�

�

　
第
三
に
は
「
健
や
か
さ
と
や
さ
し
さ
あ
ふ

れ
る
健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。�

　
本
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
子
育
て
支
援

対
策
で
は
保
育
料
の
軽
減
や
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、
病
後
児
保
育
、
障
害
児
保
育
、
延
長

保
育
な
ど
の
充
実
を
図
り
、
多
様
な
就
労
形

態
に
対
応
で
き
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に

努
め
ま
す
。
併
せ
て
、
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
後
期
計
画
の
策
定
と
と
も
に
、
市
立

保
育
園
の
指
定
管
理
者
制
度
移
行
に
も
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。�

　
高
齢
者
福
祉
対
策
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
の
中
で
適
切
な
生
活
支
援
、
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
総
合
的
な
支
援

体
制
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。�

�

　
ま
た
、
家
族
介
護
手
当
の
支
給
、
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
の
貸
与
、
長
寿
祝
金
の
贈
呈
、

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
な
ど
、
積
極
的
に
地

域
活
動
に
参
加
で
き
る
支
援
体
制
を
継
続
実

施
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
立
老
人
福
祉
施
設

の
指
定
管
理
者
制
度
移
行
に
つ
い
て
の
検
討

を
進
め
ま
す
。�

　
障
害
者
福
祉
対
策
で
は
「
障
害
者
福
祉
計

画
」
の
実
現
に
一
層
努
め
ま
す
。�

　
健
康
づ
く
り
対
策
と
し
て
は
、
医
療
制
度

改
革
に
伴
う
健
診
制
度
変
更
へ
の
対
応
と
し

て
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
等
の
実
施

体
制
を
整
備
し
、
疾
病
の
早
期
発
見
、
生
活

習
慣
病
予
防
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
受
診

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。�

　
自
殺
予
防
対
策
の
取
り
組
み
で
は
、
講
演

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
心
の
健
康
づ

く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
自
殺
予
防

の
普
及
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
庁
内
の

関
係
部
署
で
構
成
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
、
「
心
の
健
康
づ
く
り
・
自
殺

予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
総
合
的
な
予
防
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。�

　
母
子
保
健
で
は
、
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
事
業
」
を
継
続
。
新
年
度
、
医
療
制
度
改

革
が
本
格
的
に
施
行
さ
れ
ま
す
が
、
地
域
医

療
・
救
急
医
療
は
、
小
児
科
、
産
科
、
精
神

科
な
ど
で
医
師
不
足
や
偏
在
の
状
況
に
あ
り
、

県
や
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
に

対
応
し
て
参
り
ま
す
。�

�

　
よ
り
快
適
な
生
活
環
境
を
め
ざ
し
て�
�

　
第
四
は
「
恵
ま
れ
た
自
然
と
や
す
ら
ぎ
の

あ
る
環
境
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。�

　
本
荘
中
央
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
、
都
市
計
画
道
路
「
由

利
橋
通
線
」
と
「
大
町
銀
座
通
線
」
沿
線
の

家
屋
移
転
を
行
う
と
と
も
に
、
電
線
類
の
地

中
化
や
ガ
ス
水
道
の
移
設
な
ど
の
都
市
基
盤

整
備
を
並
行
し
て
推
進
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
旧
由
利
組
合
総
合
病
院
跡
地
へ
の

文
化
複
合
施
設
の
建
設
に
着
手
す
る
ほ
か
、

西
目
駅
前
広
場
整
備
な
ど
市
街
地
の
再
生
を

図
り
ま
す
。�

　
上
水
道
整
備
で
は
、
市
水
道
事
業
第
一
次

整
備
事
業
と
し
て
、
鳥
海
地
域
の
猿
倉
地
区

の
高
度
浄
水
場
と
Ｐ
Ｃ
配
水
池
建
設
工
事
に

着
手
す
る
ほ
か
、
西
目
地
域
の
配
水
幹
線
布

設
工
事
、
鳥
海
と
本
荘
地
域
で
は
老
朽
導
・

配
水
管
の
更
新
工
事
を
実
施
。
ま
た
、
本
荘

工
業
団
地
へ
の
水
道
水
安
定
供
給
に
向
け
、

高
度
浄
水
場
新
設
工
事
の
調
査
設
計
業
務
委
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鳥海地域高度浄水施設建設事業�
老朽管更新事業�
本荘地域下水道事業関連配水管移設事業�
道路改良工事関連配水管布設替事業 �
ガス経年管更新事業�
本荘地域ガス管移設事業 �
�
�
　　西目小学校建設事業�
　　本荘南中学校改築事業�
　　矢島中高連携校建設事業�
学力を高めるトライアングルプラン事業�
スクールバス更新事業�
児童生徒学校生活サポート事業�
ＡＬＴ招致事業  �
放課後子ども教室推進事業 �
笹子公民館建設事業�
自主公演（ユタと不思議な仲間たち） �
民俗芸能伝承活動事業 �
遺跡発掘調査受託事業 �
 �
�
ケーブルテレビ施設整備事業 �
移動通信用鉄塔施設整備事業 �
地方道路整備臨時交付金事業 �
地方特定道路整備事業 �
道路新設改良事業 �
建設機械整備事業（除雪機械） �
冬季交通等確保事業 �
道路維持事業 �
�
�
第二庁舎移転建設事業�
指定管理者制度�

国 民 健 康 保 険  �
老 人 保 健 �
後 期 高 齢 者 医 療 �
休日応急診療所運営�
情 報 セ ン タ ー �
地 域 情 報 化 事 業 �
奨 学 資 金 �
介 護 サ ー ビ ス �
下 水 道 事 業 �
集 落 排 水 事 業 �
簡 易 水 道 事 業 �
休 養 宿 泊 施 設 運 営 �
ス キ ー 場 事 業 �
小 友 財 産 区 �
北 内 越 財 産 区 �
松 ヶ 崎 財 産 区  �
小 計 �
�
水 道 事 業 �
ガ ス 事 業 �
小 計 �
合 計

9,093,059�
974,439�
808,877�
9,009�

250,346�
134,581�
72,427�
739,958�
2,903,108�
2,896,419�
1,495,614�
17,910�
68,045�
1,828�
40�
893�

19,466,553�
�

2,794,485�
1,385,403�
4,179,888�
23,646,441

事　　　業　　　名� 実施地域�事業費�（千円）�

518,975�
90,000�
126,652�
85,797�
63,840�
47,250�

�
�

904,292�
902,083�
1,349,426�
3,223�
25,095�
28,316�
39,040�
10,000�
21,886�
6,653�
5,794�
9,300�

�
�

1,051,053�
240,354�
828,601�
76,671�
134,579�
85,700�
330,141�
181,309�

�
�

228,154�
286,580�

�
本荘、鳥海�
�
本荘、矢島�
本荘�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
本荘、矢島�
矢島、由利、大内�
�
西目�
由利、大内�
本荘、矢島、由利、大内�
�

学
校
建
設
事
業�

5．豊かな心と文化を育むまちづくり�

6．心ふれあう情報と交流のまちづくり�

7．行財政改革による健全なまちづくり�

市特別会計・企業会計予算概要�
特　別　会　計　名� 予 算 額 �（千円）�

企　業　会　計　名� 予 算 額 �（千円）�

グラフで見る�
一般会計予算�

歳入�
470億�
7,000万円�

市税�
8,336,102
（17.7％）�

分担金・負担金�
391,214（0.8％）�

使用料・手数料�
895,724（1.9％）�
財産収入�
406,161（0.9％）�
繰入金 345,828（0.7％）�

交付金�
1,212,270（2.6％）�

地方譲与税�
676,400（1.4％）�

諸収入等 1,313,055（2.8％）�

自主財源自主財源�
11,688,084�
（24.8％）％）�

自主財源�
11,688,084�
（24.8％）�

地方交付税  18,776,321
（39.9％）�

依存財源依存財源�
35,381,916（75.2％）％）�

依存財源�
35,381,916（75.2％）�

国県�
支出金�

7,926,3257,926,325

（16.8％）�

市債�
6,790,600

（14.4％）�

歳出�
470億�
7,000万円�

議会費�
259,793（0.6％）�

総務費�
6,552,537�
（13.9％）�

諸支出金�
218,443（0.5％）�

予備費�
59,216（0.1％）�

民生費�
9,716,240�
（20.6％）�

土木費�
6,330,207�
（13.4％）�

教育費�
6,292,678�
（13.4％）�

公債費�
8,646,807�
（18.4％）�

消防費�
1,644,887�
（3.5％）�

災害復旧費�
   16,650�
 （0.0％）�

衛生費 2,880,138�
（6.1％）�

農林水産業費�
 3,185,345（6.8％）�

商工費�
1,140,502�
（2.4％）�

労働費 126,557�
（0.3％）�

教育�
環境�

協
働�

託
を
行
い
ま
す
。�

　
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
大
内
第
三
地
区
に

お
け
る
羽
広
浄
水
場
、
配
水
池
の
建
設
な
ど

と
本
荘
地
域
松
ケ
崎
地
区
に
お
け
る
芦
川
浄

水
場
建
設
・
配
水
管
布
設
を
実
施
。
新
規
事

業
と
し
て
亀
田
地
区
統
合
簡
易
水
道
施
設
整

備
事
業
に
着
手
し
、
簡
易
水
道
の
統
合
を
推

進
し
ま
す
。�

　
鳥
海
ダ
ム
は
、
一
日
も
早
い
工
事
事
務
所

へ
の
格
上
げ
に
つ
い
て
「
鳥
海
ダ
ム
の
建
設

を
促
進
す
る
市
民
の
会
」
な
ど
関
係
団
体
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
国
・
県
に
対
し
引
き

続
き
強
く
要
望
し
ま
す
。�

　
下
水
道
の
整
備
で
は
、
汚
水
対
策
事
業
と

し
て
本
荘
地
域
の
石
脇
田
尻
・
浜
ノ
町
・
大

泉
寺
山
地
内
の
整
備
と
、
内
黒
瀬
地
区
の
整

備
に
着
手
。
農
業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
新

た
に
、
大
内
地
域
中
帳
地
区
、
本
荘
地
域
松

ケ
崎
第
二
地
区
の
管
路
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

施
設
の
老
朽
化
の
著
し
い
由
利
地
域
五
十
土

地
区
な
ど
と
岩
城
地
域
岩
城
地
区
の
処
理
施

設
の
改
修
、
調
査
設
計
を
行
い
ま
す
。�

　
ご
み
処
理
に
関
し
て
は
、
ご
み
の
発
生
や

排
出
抑
制
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
強
化
。

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
に
つ
い
て
積
極
的
な

広
報
活
動
や
情
報
提
供
を
行
い
、
循
環
型
社

会
の
形
成
に
努
め
ま
す
。�

　
消
防
の
広
域
化
に
あ
た
っ
て
は
、
消
防
業

務
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
基
盤
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
県
の
「
消
防
広
域
化
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
に
か
ほ
市
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
広
域
化
実
現
に

取
り
組
み
ま
す
。�

�

　
「
学
力
を
高
め
る
」
取
り
組
み
を
新
た
に�

�

　
第
五
に
は
「
豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
す
。�

　
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
信
頼
と

信
託
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
行
政
の
確
立
を
目

指
し
、
豊
か
な
成
長
と
確
か
な
学
び
を
実
現

す
る
た
め
の
目
標
と
し
て
、
「
人
間
性
豊
か

で
進
取
の
気
性
に
富
む
、
た
く
ま
し
い
子
ど

も
の
育
成
」
を
掲
げ
、
「
知
・
徳
・
体
」
の

調
和
の
と
れ
た
教
育
を
進
め
ま
す
。�

　
新
規
事
業
と
し
て
、
図
書
館
と
各
小
・
中

学
校
、市
教
育
機
関
な
ど
が
連
携
し
、読
書
活

動
を
通
し
な
が
ら
児
童
・
生
徒
の
感
受
性
や

学
力
の
向
上
を
図
る
「
学
力
を
高
め
る
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
プ
ラ
ン
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。�

　
学
校
施
設
の
整
備
で
は
、
西
目
小
学
校
が

本
年
秋
ま
で
の
、
本
荘
南
中
学
校
と
矢
島
中

学
校
は
新
年
度
末
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
建

設
を
進
め
て
お
り
、
他
の
学
校
施
設
に
つ
い

て
も
計
画
的
な
整
備
に
努
め
ま
す
。�

　
生
涯
学
習
施
設
で
は
、
笹
子
公
民
館
を
二

カ
年
事
業
と
し
て
建
て
替
え
ま
す
。�

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で
は
指
導
者
の
養
成
、

情
報
や
学
習
機
会
の
提
供
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ

大
会
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
な
ど
を
進
め
、

芸
術
文
化
の
振
興
で
は
各
種
芸
術
文
化
団
体

の
育
成
、
発
展
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
主

公
演
と
し
て
、
劇
団
四
季
に
よ
る
「
ユ
タ
と

不
思
議
な
仲
間
た
ち
」
を
開
催
し
ま
す
。�

　
文
化
財
の
調
査
、
保
護
に
関
し
て
は
、
鳥

海
山
の
文
化
遺
産
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
、

記
録
保
存
と
と
も
に
、
菖
蒲
崎
貝
塚
の
地
質

調
査
や
開
発
行
為
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
を
実
施
し
ま
す
。�

　
世
界
的
規
模
で
人
・
物
・
情
報
・
文
化
の

交
流
が
活
発
化
し
て
お
り
、
国
際
化
社
会
に

ふ
さ
わ
し
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
共
和
国
と
中
華
人
民
共
和
国
を
中
心
と

し
た
交
流
を
継
続
実
施
し
ま
す
。�

�

　
情
報
共
有
柱
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
拡
大�

�

　
第
六
は
「
心
ふ
れ
あ
う
情
報
と
交
流
の
ま

ち
づ
く
り
」
で
す
。�

　
市
内
各
地
域
を
結
ぶ
道
路
網
の
整
備
は
、

国
県
道
・
市
道
を
問
わ
ず
、
市
民
生
活
や
地

域
経
済
に
か
か
る
重
要
な
施
策
で
す
。
こ
の

た
め
、
引
き
続
き
国
や
県
に
対
し
国
道
一
○

七
号
の
「
本
荘
道
路
」
「
大
簗
地
区
」
、
国

道
一
○
八
号
の
「
前
杉
バ
イ
パ
ス
」
「
道
仏

坂
工
区
」
、
地
域
高
規
格
道
路
「
本
荘
大
曲

道
路
」
の
整
備
促
進
な
ど
、
一
般
国
道
改
良

事
業
の
推
進
と
主
要
地
方
道
、
一
般
県
道
の

改
良
促
進
を
強
く
要
望
し
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
各
地
域
の
市
道
改
良
整
備
、
道

路
維
持
補
修
を
鋭
意
実
施
す
る
と
と
も
に
、

冬
季
交
通
確
保
対
策
と
し
て
市
除
雪
計
画
に

基
づ
き
、
各
地
域
の
実
情
に
配
慮
し
た
除
雪

の
実
施
な
ど
、
万
全
を
期
し
て
参
り
ま
す
。�

　
市
民
生
活
の
足
と
な
る
地
域
交
通
の
確
保

で
は
、
地
域
公
共
交
通
会
議
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
鳥
海
地
域
の
路
線
バ
ス
廃
止
に

伴
う
代
替
輸
送
を
本
格
運
行
と
す
る
な
ど
、

利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。�

　
ま
た
、
高
度
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
で
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
を
引
き
続
き
整
備
す
る

と
と
も
に
、
矢
島
地
域
荒
沢
地
区
、
由
利
地

域
南
由
利
原
地
区
や
大
内
地
域
羽
広
地
区
に

携
帯
電
話
用
の
鉄
塔
を
整
備
し
、
通
信
エ
リ

ア
の
拡
大
と
地
域
間
の
情
報
通
信
格
差
の
是

正
を
図
り
ま
す
。�

　
地
域
の
実
情
踏
ま
え
、行
政
改
革
を
実
施�

�

　
最
後
に
、
第
七
は
「
行
財
政
改
革
に
よ
る

健
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。�

　
今
、
地
方
自
治
体
は
国
が
定
め
た
政
策
や

制
度
に
基
づ
く
執
行
主
体
か
ら
、
自
ら
企
画

立
案
し
実
施
し
て
い
く
自
立
自
治
体
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
そ

の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
独
自
の
発
展
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
条
件
整
備
を
進
め

る
こ
と
で
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が
可
能

と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
行
財
政
改
革
の
目
標
は
、
「
市
民
ニ
ー
ズ

に
基
づ
く
施
策
の
展
開
を
将
来
に
わ
た
っ
て

可
能
と
す
る
基
盤
づ
く
り
」
で
あ
り
、
市
民

の
視
点
に
立
ち
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
を
可
能
と
す
る
た
め
に

は
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
見
直
し
、
関
係
機

関
や
市
民
の
意
を
取
り
入
れ
つ
つ
思
い
切
っ

た
改
革
断
行
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。�

　
こ
の
た
め
、
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
機
構

へ
の
転
換
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
年
度
は
本
荘
総
合
支
所
を
廃
止
し
振
興
課

の
業
務
を
本
庁
へ
包
括
す
る
と
と
も
に
、
本

荘
、
岩
城
、
大
内
、
鳥
海
各
地
域
の
出
張
所

の
改
廃
に
つ
い
て
、
住
民
の
意
見
を
十
分
取

り
入
れ
な
が
ら
精
査
し
、
今
後
、
対
象
地
区

や
実
施
時
期
な
ど
の
検
討
を
進
め
ま
す
。�

　
教
育
委
員
会
の
組
織
で
は
各
教
育
事
務
所

を
教
育
学
習
課
へ
改
組
し
、
併
せ
て
公
民
館

機
能
の
充
実
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
施
設
の
一
部
中
止
や
冬
期
間
の
閉

鎖
な
ど
を
実
施
。
ス
キ
ー
場
は
、
そ
の
経
営

内
容
に
つ
い
て
市
民
参
加
の
意
向
を
伺
っ
て

お
り
、
そ
の
経
緯
も
踏
ま
え
て
検
討
し
ま
す
。�

　
私
た
ち
は
「
三
年
前
に
、
な
ぜ
合
併
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
根
本

的
な
要
因
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
今
は
苦
し

く
余
裕
の
な
い
行
財
政
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、

希
望
の
な
い
と
こ
ろ
に
発
展
は
な
い
こ
と
を

心
の
支
え
と
し
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
創
意
と

工
夫
、
協
働
の
精
神
に
よ
り
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
由
利
本
荘
市
を
引
き

継
ぐ
た
め
邁
進
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�



　
県
立
大
学
前
農
村
公
園（
愛
称
・
飛
鳥
大

通
公
園
）
の
開
園
式
が
三
月
二
十
一
日
、
現

地
で
行
わ
れ
、
新
し
い
公
園
の
オ
ー
プ
ン

を
祝
い
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
春
本
番
を
思
わ
せ
る
暖
か
な

日
差
し
の
中
、
県
・
市
・
議
会
や
地
元
町
内

会
な
ど
の
関
係
者
お
よ
そ
六
十
人
が
式
典

に
出
席
。
開
式
に
あ
た
り
、
柳
田
市
長
は

「
大
学
建
設
に
あ
た
り
地
権
者
の
皆
様
に

貴
重
な
用
地
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
事
業

に
県
の
ご
配
慮
を
た
ま
わ
っ
た
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
公
園
が
大
学
と

市
民
の
憩
い
の
場
と
な
り
、
産
学
官
連
携

に
よ
る
研
究
活
動
・
企
業
の
発
展
に
通
じ

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
記
念
碑
の
除
幕
と
記
念
植

樹
が
行
わ
れ
、
内
越
保
育
園
の
園
児
二
十

七
人
も
風
船
を
上
げ
、
セ
レ
モ
ニ
ー
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。 

　
県
立
大
学
に
通
じ
る
飛
鳥
大
通
り
沿
い

に
あ
る
こ
の
公
園
は
、
七
年
の
歳
月
を
か

け
、
総
事
業
費
四
億
七
千
二
百
十
万
円
で

完
成
。
植
物
観
賞
園
や
体
験
農
園
、
サ
ク

ラ
の
丘
、
ト
イ
レ
付
き
休
憩
施
設
な
ど
の

「
食
と
農
の
体
験
広
場
ゾ
ー
ン
」
や
多
目
的

芝
生
広
場
な
ど
の
「
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
・
イ

ベ
ン
ト
広
場
ゾ
ー
ン
」、「
ス
ポ
ー
ツ
施
設

ゾ
ー
ン
」
で
構
成
さ
れ
、
広
さ
は
お
よ
そ

五
・
四
㌶
。
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
、
真
の

学
術
研
究
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
偉
容
に
整

え
る
べ
く
、
旧
本
荘
市
が
農
村
振
興
総
合

整
備
統
合
補
助
事
業
で
平
成
十
三
年
度
か

ら
進
め
て
い
た
も
の
で
す
。 

　
農
業
体
験
や
自
然
・
伝
統
文
化
体
験
、

ス
ポ
ー
ツ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ

て
都
市
と
農
村
、
市
民
と
大
学
関
係
者
と

の
交
流
を
は
ぐ
く
み
、
若
者
や
子
ど
も
た

ち
な
ど
、
農
業
や
農
村
の
持
つ
多
面
的
な

機
能
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
大
内
地
域
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た

大
谷
地
区
の
県
営
た
め
池
等
整
備
事
業
が

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
三
月
七
日
、
現
地
で

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
池
は
明
治
時
代
に
整
備
さ
れ

て
以
来
、
長
年
に
わ
た
り
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
た
め
池
本
体
や
取
水
施
設
の

傷
み
が
激
し
く
、
水
漏
れ
な
ど
の
た
め
、

保
安
上
と
て
も
危
険
な
状
態
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
地
域
の
要
望
を
受
け
、
平
成
十

四
年
度
か
ら
六
年
を
か
け
て
全
面
的
な
改

修
を
実
施
。
水
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
揚

水
施
設
も
完
備
し
、
農
業
用
水
の
確
保
と

農
家
経
済
の
安
定
、
災
害
の
未
然
防
止
が

図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
新
し
い
た
め
池
は
堤
高
九
・
六
㍍
、
堤

長
七
十
七
㍍
、
貯
水
量
は
六
万
立
方
㍍
、

受
益
面
積
二
十
九
㌶
で
総
事
業
費
は
二
億

一
千
万
円
。
農
業
用
水
だ
け
で
な
く
、
野

鳥
の
憩
い
の
場
、
ま
た
各
町
内
会
の
環
境

保
全
の
た
め
に
大
い
に
活
用
さ
れ
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
式
典
で
は
、
関
係
者
ら
の
手
で
記
念
碑

の
除
幕
が
行
わ
れ
、
無
事
に
立
派
な
た
め

池
が
完
成
し
た
こ
と
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。 
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学
術
拠
点
地
域
に
、
自
然
と
調
和
し
た 

（
本
紙
昨
年
六
月
十
五
日
号
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
） 

政 市 フラッシュ 

愛称 
　
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
秋
田
由
利
牛
」
を

味
わ
い
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
場
に
し
よ
う

と
「
秋
田
由
利
牛
試
食
会
」
が
三
月
十

三
日
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
試
食
会
は
本
市
、
に
か
ほ
市
と
県
、

Ｊ
Ａ
な
ど
で
組
織
す
る
秋
田
由
利
牛
振

興
協
議
会
が
開
催
し
た
も
の
で
、
参
加

し
た
お
よ
そ
百
七
十
人
が
メ
ー
ン
料
理

で
「
秋
田
由
利
牛
」
の
ス
テ
ー
キ
を
食

べ
、「
家
庭
で
焼
い
た
肉
の
味
と
は
違
う
。

調
理
方
法
で
こ
ん
な
に
お
い
し
く
な
る

と
は
。
ぜ
ひ
作
り
方
を
知
り
た
い
」
な

ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

  

　
試
食
会
で
は
初
め
に
「
秋
田
由
利
牛

の
紹
介
」
と
題
す
る
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
。 

本
市
と
に
か
ほ
市
の
約
五
百
六
十
戸
の

繁
殖
農
家
が
生
後
十
カ
月
ま
で
子
牛
を

飼
育
。
由
利
家
畜
市
場
で
競
り
に
か
け

ら
れ
る
子
牛
の
一
頭
あ
た
り
平
均
価
格

は
五
十
二
万
九
千
三
百
円
で
、
兵
庫
県

の
淡
路
市
場
に
次
ぐ
全
国
第
二
位
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
後
、
両
市
内
八
戸
の

肥
育
農
家
と
由
利
高
原
ふ
れ
あ
い
農
場

で
統
一
し
た
飼
料
な
ど
を
与
え
な
が
ら

約
二
十
カ
月
に
わ
た
り
肥
育
さ
れ
、
肉

質
に
優
れ
た
体
重
六
百
㌔
以
上
の
成
牛

と
し
て
業
者
へ
売
買
さ
れ
ま
す
。 

  

　
子
牛
の
平
均
価
格
で
は
山
形
県
の
置

賜
市
場
を
上
回
っ
て
い
る
も
の
の
、
山

形
・
米
沢
牛
の
年
間
出
荷
頭
数
が
二
千

頭
を
超
え
て
い
る
の
に
対

し
、
秋
田
由
利
牛
は
そ
の

十
分
の
一
の
二
百
頭
ほ
ど

に
過
ぎ
ず
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
の
認
知
度
を
高

め
る
た
め
に
は
肥
育
の
増
頭
を
図
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
課
題
も
提
起

さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
試
食
会
の
前
に
振
興
協
議

会
総
会
も
行
わ
れ
、
地
元
取
扱
店
の
育

成
・
掘
り
起
こ
し
、
秋
田
わ
か
杉
国
体

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
事
業
を
報
告
。

今
後
も
連
携
を
図
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
を
通
じ
て
秋
田
由
利
牛
の
味
や
魅
力
、

安
全
・
安
心
な
食
肉
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
な
が
ら
、
銘
柄
の
確
立
に
向
け
た
活

動
の
強
化
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

　
地
元
ブ
ラ
ン
ド
「
秋
田
由
利
牛
」
の

品
質
や
知
名
度
の
向
上
を
図
り
、
全
国

に
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
に
す
る
た
め
に
は
、

産
地
に
住
む
私
た
ち
の
地
域
を
挙
げ
た

取
り
組
み
が
不
可
欠
で
す
。
ご
家
庭
で

も
秋
田
由
利
牛
の
肉
を
食
べ
た
り
、
お

知
り
合
い
に
紹
介
し
た
り
し
て
く
だ
さ

る
な
ど
、
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。 

産地からのＰＲの一環として 

人がブランドの味を堪能 170

子
牛
価
格
は
全
国
上
位
に
ラ
ン
ク 

肥
育
増
頭
と
産
地
か
ら
の
発
信
強
化 

秋田由利牛試食会

市場別子牛価格 （百円） 
兵庫・淡路 
秋田・由利 
広島・三次 
鹿児島・曽於 
山形・置賜 

5,810

5,293

5,250

5,248

4,871

１枚８００グラム～１キロの肉がズラリ ！ 

▲
男
女
が
協
力
す
る
姿
と
、
中
心 

　
に
は
コ
メ
粒
を
イ
メ
ー
ジ
し
た 

　
記
念
碑
を
除
幕 

―
― 

105105
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◆
課
長
級
以
上
の
異
動 

商工観光部長 

阿部一夫 
総務部部長待遇 
（本荘由利広域市町村   
圏組合事務局長）  

佐藤善昭 

農林水産部　 
　政策監（部長待遇） 

 渡部専一 

矢島総合支所長 

佐藤正敏 
岩城総合支所長 

鈴木幸治 
由利総合支所長 

小松慶悦 
大内総合支所長 

荘司和夫 

東由利総合支所長 

伊藤俊彦 
行政改革推進本部 
局長兼総務部政策監 

今野良司 

福祉保健部 
政策監　　 

三浦俊雄 

福祉保健部政策監 
兼鳥海総合支所　 
福祉保健課長　　 

齋藤俊明 

監査委員事務局長 

池田治夫 
農業委員会 
事務局長 
東海林建夫 

ガス水道局政策監兼 
水道課長兼矢島水道 
事務所長 　 　　　 

菅原賢一 

消防本部政策監 

打矢洋介 

商工観光部政策監 
兼観光振興課長 

佐藤良夫 

建設部政策監 
兼建設管理課長 

熊谷幸美 

議会事務局長 

村上典夫 

市職員人事異動の方針 

事業の円滑な推進を図りつつ、簡素で効率的な組織を目指す 

総
務
部
次
長
兼
税
務
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
齊
藤
　
憲
一 

企
画
調
整
部
次
長
兼
ま
ち
づ
く
り

構
想
推
進
室
長
　
　
鈴
木
　
良
信 

企
画
調
整
部
次
長
兼
情
報
政
策
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
鋭
一 

市
民
環
境
部
次
長
兼
市
民
生
活
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
セ
イ
子 

福
祉
保
健
部
次
長
兼
子
育
て
支
援
課
長

兼
中
央
児
童
館
長
　
　
土
田
　
隆
男 

農
林
水
産
部
次
長
兼
農
村
整
備
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
光
一 

建
設
部
次
長
兼
都
市
計
画
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
隆
一
郎 

矢
島
総
合
支
所
主
幹
兼
振
興
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
太
一 

大
内
総
合
支
所
主
幹
兼
振
興
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
　
良 

行
政
改
革
推
進
本
部
次
長
兼
課
長
兼

事
務
指
導
対
策
室
長
　
今
野
　
五
雄 

教
育
委
員
会
事
務
局
主
幹 

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
清
一 

教
育
委
員
会
事
務
局
主
幹 

　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
忠
広 

教
育
委
員
会
事
務
局
主
幹
兼
学
校

教
育
課
長
　
　
　
　
米
持
　
隆
司 

消
防
本
部
消
防
次
長
兼
矢
島
消
防

署
長
　
　
　
　
　
　
土
田
喜
一
郎 

消
防
本
部
消
防
次
長
兼
本
荘
消
防

署
長
　
　
　
　
　
　
工
藤
　
康
治 

消
防
本
部
消
防
次
長
兼
総
務
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
敬
一 

 

企
画
調
整
部
広
報
広
聴
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
井
　
恭
輔 

市
民
環
境
部
交
通
防
災
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
泰
博 

福
祉
保
健
部
長
寿
支
援
課
長
兼
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
了
三 

農
林
水
産
部
農
業
水
産
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
木
原
　
　
彰 

商
工
観
光
部
商
工
振
興
課
長
兼
企
業

誘
致
課
長
　
　
　
　 

佐
藤
　
晃
一 

建
設
部
建
築
営
繕
課
長
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
齊
藤
　
隆
三 

建
設
部
区
画
整
理
課
長
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
明
大 

企
画
調
整
部
情
報
政
策
課
課
長
待
遇

（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
番
組
制
作
担
当
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
幹
夫 

矢
島
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
　
幹
雄 

岩
城
総
合
支
所
市
民
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
打
矢
　
郁
良 

岩
城
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
長
兼
岩
城

保
健
セ
ン
タ
ー
長
兼
亀
田
保
育
園
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
　
弘 

由
利
総
合
支
所
振
興
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
徹
朗 

由
利
総
合
支
所
産
業
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
貞
一 

大
内
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
良
行 

大
内
総
合
支
所
建
設
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
光
男 

東
由
利
総
合
支
所
振
興
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
加
賀
　
秀
喜 

西
目
総
合
支
所
振
興
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
隆
夫 

鳥
海
総
合
支
所
振
興
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
　
　
孝 

市
民
環
境
部
市
民
生
活
課
課
長
待
遇

（
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
　
忍 

議
会
事
務
局
課
長
待
遇
兼
次
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
清
久 

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
　
裕 

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
課
長
待
遇

（
学
校
建
設
担
当
）
　
東
海
林
一
昭 

教
育
委
員
会
矢
島
教
育
学
習
課
長
兼

矢
島
公
民
館
長
兼
矢
島
郷
土
資
料
館

長
兼
矢
島
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
　
勲 

教
育
委
員
会
岩
城
教
育
学
習
課
長

兼
岩
城
公
民
館
長
　
堀
井
　
幸
二 

教
育
委
員
会
由
利
教
育
学
習
課
長
兼

由
利
公
民
館
長
兼
由
利
図
書
館
長
兼

由
利
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
眞
一 

教
育
委
員
会
大
内
教
育
学
習
課
長

兼
大
内
公
民
館
長
　
小
助
川
弘
高 

教
育
委
員
会
東
由
利
教
育
学
習
課
長

兼
東
由
利
公
民
館
長  

高
橋
　
悦
子 

教
育
委
員
会
西
目
教
育
学
習
課
長

兼
西
目
公
民
館
長
兼
西
目
海
洋
セ

ン
タ
ー
所
長
　
　
　
齋
藤
　
忠
弘 

教
育
委
員
会
鳥
海
教
育
学
習
課
長

兼
鳥
海
公
民
館
長
　
佐
藤
　
覚
栄 

教
育
委
員
会
ア
ク
ア
パ
ル
館
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
齊
藤
　
隆
昌 

教
育
委
員
会
本
荘
公
民
館
長
兼
本
荘

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
木
内
　
惠
一 

ガ
ス
水
道
局
営
業
課
長
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
利
和 

ガ
ス
水
道
局
ガ
ス
課
長
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
和
夫 

任
消
防
司
令
長
・
消
防
本
部
予
防
課
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
井
島
　
忠
義 

消
防
本
部
矢
島
消
防
署
副
署
長 

（
課
長
待
遇
）
　
　  

三
船
　
廣
信 

◆
機
構
改
革
　
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を

進
め
、
組
織
機
構
の
簡
素
化
と
効
率
化
を

図
る
た
め
、
課
の
統
廃
合
や
新
設
、
部
署

の
新
設
な
ど
を
実
施
。 

　
①
国
体
事
務
局
の
廃
止
。
②
本
荘
総
合

支
所
の
廃
止
。
③
市
役
所
庁
舎
な
ど
の
公

共
施
設
の
配
置
と
併
せ
た
市
街
地
に
お
け

る
中
長
期
的
な
「
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
を

本
格
的
に
検
討
す
る
た
め
、
企
画
調
整
部

に
「
ま
ち
づ
く
り
構
想
推
進
室
」
を
新
設

し
、
次
長
を
配
置
。
④
交
通
弱
者
に
対
す

る
安
全
対
策
と
自
然
災
害
な
ど
に
備
え
防

災
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
「
交
通
防
災

課
」
を
新
設
。
⑤
ご
み
の
減
量
化
を
図
り
、

広
域
的
な
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
向
け
、

生
活
環
境
課
に
「
施
設
計
画
班
」
を
設
置
。

⑥
都
市
と
の
地
域
間
、
人
的
交
流
や
中
山

間
地
域
の
活
性
化
と
と
も
に
、
担
い
手
支

援
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
農
業
水
産

課
に
「
農
山
村
づ
く
り
支
援
班
」
を
設
置
。

⑦
地
域
交
通
の
確
保
に
向
け
た
計
画
の
策

定
と
そ
の
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、
商
工

振
興
課
に
「
交
通
政
策
班
」
を
設
置
。
⑧
事

務
処
理
の
改
善
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
指
導

強
化
を
図
る
た
め
、
行
政
改
革
推
進
本
部

に
「
事
務
指
導
対
策
室
」
を
新
設
。
⑨
学

力
向
上
対
策
の
充
実
と
建
設
中
の
三
校
の

開
校
に
向
け
、
教
育
委
員
会
事
務
局
体
制

の
強
化
。
各
地
域
教
育
事
務
所
を
廃
止
し
、

教
育
課
と
生
涯
学
習
課
の
一
元
化
に
よ
る

「
教
育
学
習
課
」
の
設
置
。
⑩
水
質
管
理

体
制
の
明
確
化
を
図
る
た
め
、
ガ
ス
水
道

局
水
道
課
に
「
水
質
管
理
班
」
を
設
置
。 

ふ  

る  

さ  

と 

部
長
級 

次
長
級 

課
長
級 

平成20年４月１日付

市職員異動者総数は、 

　
市
で
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一

日
付
の
市
職
員
の
人
事
異
動
を
発

表
し
ま
し
た
。
併
せ
て
事
務
体
制

の
強
化
や
機
構
改
革
な
ど
を
示
し

ま
し
た
。 

　
異
動
規
模
は
、
一
般
行
政
職
・

消
防
職
な
ど
合
わ
せ
て
六
百
四
人

が
異
動
。 

　
課
長
級
以
上
の
職
員
の
異
動
と

新
採
用（
二
十
二
人
）、
退
職
者
（
五

十
二
人
）
な
ど
と
、
機
構
改
革
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

※
主
席
参
事
・
参
事
・
課
長
補
佐 

　
級
以
下
の
職
員
に
つ
い
て
は
、 

　
別
刷
り
の
「
号
外  

広
報
ゆ
り 

　
ほ
ん
じ
ょ
う
・
市
職
員
人
事 

　
異
動
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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防
火
活
動
の
推
進
に
向
け
た

積
極
的
な
取
り
組
み
が
認
め
ら

れ
、「
松
ケ
崎
保
育
園
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
」
が
自
治
体
消
防
制
度

六
十
周
年
を
記
念
し
た
日
本
防

火
協
会
の
優
良
表
彰
に
輝
き
ま

し
た
。 

　
全
国
四
十
二
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
一
つ
と
し
て
表

彰
さ
れ
た
同
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
は
平
成
七
年
五
月
に

結
成
さ
れ
、
春
・
秋
の
火

災
予
防
運
動
期
間
中
に
消

防
団
と
防
火
パ
レ
ー
ド
を

実
施
し
た
り
、
市
消
防
出

初
め
式
へ
の
参
加
や
毎
月

の
避
難
訓
練
に
取
り
組
ん

だ
り
な
ど
、
熱
心
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
伝
達
式
は
三
月
十
日
に

市
消
防
本
部
で
、
三
歳
以
上
の

園
児
二
十
二
人
も
出
席
し
て
行

わ
れ
、
中
村
消
防
長
か
ら
鈴
木

憲
一
園
長
に
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
本
荘
消
防
署
に
「
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
き
水
槽
車
」
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
水
槽
車
は
五
千
㍑
ス
テ
ン
レ 

ス
タ
ン
ク
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
、
三

連
は
し
ご
、
照
明
灯
な
ど
を
備
え
、

車
体
の
総
重
量
は
十
一
・
五
㌧
。
六

十
五
㍉
ホ
ー
ス
で
、
圧
力
三
㌔
の
水

を
お
よ
そ

十
分
間
放

水
す
る
こ

と
が
で
き

ま
す
。
市

で
は
今
後

も
地
域
の

安
全
と
住

民
の
生
命
・

財
産
を
守

る
た
め
、

消
防
資
器

材
の
整
備

を
図
り
、
消
防
体
制
の
強
化
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
火
災
の
多
く
は
、ち
ょ
っ

と
し
た
不
注
意
か
ら
発
生
し
ま
す
。

住
宅
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
一

人
一
人
が
火
の
取
り
扱
い
に
細
心
の

注
意
を
は
ら
い
、
火
災
の
要
因
で
あ

る
「
つ
い
、
う
っ
か
り
」
を
な
く
す

こ
と
が
大
切
で
す
。
家
庭
・
地
域
で

防
火
の
意
識
を
高
め
、「
火
災
の
な
い

安
心
、
安
全
な
ま
ち
」
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
う
。 

自
治
体
消
防
制
度
６０
周
年
記
念
表
彰

着
々
と
進
む 

消
防
体
制
の
強
化 

「
松
ケ
崎
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
」
に 

表
彰
状
伝
達 

火
災
の
な
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち 

へ 

″ 

″ 

本
荘
消
防
署
に

新
し
い

５
㌧
タ
ン
ク
水
槽
車

配
備

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
ご
注
意
を
！ 

４
月
６
日

12
日

春
の
火
災
予
防
運
動

を
実
施

消
防
活
動
の
主
力
に
― 

　
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
の
起
こ
り
や
す
い
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

◆
統
一
標
語
「
火
は
見
て
る 

あ
な
た

　
が
離
れ
る 

そ
の
時
を
」 

◆
過
去
の
火
災
原
因
　
①
ス
ト
ー
ブ

の
上
に
洗
濯
物
を
干
し
て
い
て
〜
②

ス
ト
ー
ブ
の
前
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
い
て
い
て
〜
③
コ
ン
ロ
で
調
理

中
に
そ
の
場
を
離
れ
て
〜
④
寝
た
ば

こ
を
し
て
〜
⑤
枯
れ
草
焼
き
、
ご
み

焼
き
が
延
焼
し
て
〜 

◆
県
内
で
は
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

が
例
年
よ
り
多
く
な
っ
て
お
り
、
憂
慮

す
べ
き
事
態
に
な
っ
て
い
ま
す 

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
を 

　
火
災
を
早
期
に
知
り
、
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
た
め
に
「
住
宅
用
火
災
警
報

器
」
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。（
新
築
住

宅
は
平
成
十
八
年
六
月
か
ら
、
既
存

住
宅
で
は
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十

一
日
ま
で
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
） 

▼
設
置
場
所
　
す
べ
て
の
寝
室
、
階

段
（
寝
室
が
二
階
に
あ
る
場
合
）、

廊
下
（
場
合
に
よ
る
） 

▼
種
類
　
電
池
式
／
百
ボ
ル
ト
式
、

煙
式（
寝
室
、階
段
、廊
下
な
ど
）／

熱
式（
台
所
な
ど
）、
天
井
用
／
壁
用 

▼
販
売
先
　
家
電 

製
品
販
売
店
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
、

防
災
製
品
取
扱
店 

▼
価
格
　
五
千
円
〜
六
千
円
（
日
本

消
防
検
定
協
会
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
付
き
製
品
） 

■
町
内
会
、
地
域
で
の
共
同
購
入
を 

お
す
す
め
し
ま
す
。
悪
質
な
訪
問
販 

売
の
対
策
に
も
有
効
で
す
。
ご
質
問
、 

ご
相
談
は
最
寄
り
の
消
防
署
・
分
署
ま
で
。 

【
市
消
防
本
部
・
本
荘
消
防
署
・ 

  

矢
島
消
防
署
・
市
消
防
団
】 

！ 
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事務体制も強化 

 
■
市
長
部
局 

建
設
部
都
市
計
画
課
主
査 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
滝
恵
里
子 

市
民
環
境
部
生
活
環
境
課
主
任 

　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
　
　
透 

大
内
総
合
支
所
振
興
課
主
任 

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
祐
也 

鳥
海
総
合
支
所
振
興
課
主
任 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
孝
樹 

矢
島
総
合
支
所
振
興
課
主
事 

　
　
　
　
　
　
　
　
新
田
　
千
穂 

岩
城
総
合
支
所
振
興
課
主
事 

　
　
　
　
　
　
　
　
安
藤
　
　
謙 

岩
城
総
合
支
所
振
興
課
主
事 

　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
淳
子 

由
利
総
合
支
所
振
興
課
主
事 

　
　
　
　
　
　
　
　
榊
原
　
由
子 

東
由
利
総
合
支
所
振
興
課
主
事 

　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
　
陽
介 

西
目
総
合
支
所
振
興
課
主
事 

　
　
　
　
　
　
　
　
梶
原
　
佑
太 

西
目
総
合
支
所
福
祉
保
健
課
主
事 

　
　
　
　
　
　
　
　
尾
形
　
知
子 

 

■
教
育
委
員
会 

由
利
教
育
学
習
課
主
事 

　
　
　
　
　
　
　
　
正
木
　
　
元 

■
消
防
本
部 

本
荘
消
防
署
主
任
　
猿
田
　
慎
一 

本
荘
消
防
署
主
事
　
金
澤
　
英
明 

本
荘
消
防
署
主
事
　
菊
地
　
大
将 

本
荘
消
防
署
主
事
　
伊
藤
　
拓
也 

本
荘
消
防
署
主
事
　
佐
々
木
真
人 

本
荘
消
防
署
主
事
　
長
沼
　
將
馬 

矢
島
消
防
署
主
事
　
熊
谷
　
悠
樹 

矢
島
消
防
署
主
事
　
工
藤
　
哲
平 

矢
島
消
防
署
主
事
　
三
浦
　
大
明 

矢
島
消
防
署
主
事
　
本
多
　
　
元 

◆
事
務
体
制
の
強
化 

　
①
収
納
体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
収

納
課
の
人
員
を
充
実
。
②
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
網
の
整
備
に
合
わ
せ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン

タ
ー
の
体
制
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
情

報
政
策
課
に
「
番
組
制
作
担
当
」（
課
長
待

遇
）を
配
置
。
③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

開
始
に
伴
い
、
市
民
環
境
部
の
体
制
を
強

化
。
④
市
の
一
体
感
を
よ
り
高
め
る
た
め
、

総
合
支
所
長
を
始
め
、
本
庁
と
支
所
間
、

支
所
間
相
互
の
交
流
を
推
進
。
⑤
新
規
職

員
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
の
状
況
を
把
握

さ
せ
る
た
め
、
総
合
支
所
に
配
置
。 

藤
原
　
秀
一
（
商
工
観
光
部
長
） 

渡
邊
　
昌
平
（
由
利
総
合
支
所
長
） 

遠
藤
　
憲
男
（
大
内
総
合
支
所
長
） 

今
野
　
喜
次
（
東
由
利
総
合
支
所
長
） 

多
田
　
　
厚
（
国
体
事
務
局
長
） 

佐
々
木
　
均
（
行
政
改
革
推
進
本
部

局
長
） 

熊
谷
　
　
正
（
議
会
事
務
局
長
） 

畠
山
　
基
保
（
監
査
委
員
事
務
局
長
） 

堀
川
喜
久
雄
（
総
務
部
部
長
待
遇
） 

木
内
　
芳
一
（
総
務
部
政
策
監
） 

菅
原
　
幸
夫
（
市
民
環
境
部
政
策
監
） 

成
田
満
喜
子
（
福
祉
保
健
部
政
策
監
） 

河
村
　
優
子
（
教
育
委
員
会
事
務
局

政
策
監
兼
本
荘
公
民
館
長
兼
本
荘
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
） 

鈴
木
　
　
憲
（
岩
城
総
合
支
所
主
幹

兼
亀
田
保
育
園
長
） 

鈴
木
　
久
男
（
由
利
総
合
支
所
主
幹

兼
振
興
課
長
） 

村
上
　
誠
喜
（
鳥
海
総
合
支
所
主
幹

兼
振
興
課
長
） 

佐
々
木
妙
子
（
大
内
総
合
支
所
福
祉

保
健
課
長
） 

高
橋
　
榮
子
（
西
目
総
合
支
所
西
目

保
育
園
長
） 

細
谷
　
一
雄
（
教
育
委
員
会
ア
ク
ア

パ
ル
館
長
） 

保
科
　
周
一
（
ガ
ス
水
道
局
ガ
ス
課

長
） 

佐
藤
　
博
栄
（
鳥
海
総
合
支
所
鳥
海

診
療
所
事
務
長
） 

松
山
　
幸
子
（
総
務
部
入
札
課
主
席

参
事
兼
課
長
補
佐
） 

三
浦
　
雅
子
（
福
祉
保
健
部
長
寿
支

援
課
主
席
参
事
） 

原
田
　
厚
子
（
鳥
海
総
合
支
所
笹
子

保
育
園
主
席
参
事
兼
園
長
） 

松
田
　
　
修
（
教
育
委
員
会
本
荘

文
化
会
館
主
席
参
事
兼
館
長
補
佐
） 

佐
々
木
健
一
郎
（
ガ
ス
水
道
局
水
道

課
主
席
参
事
） 

篠
田
　
　
茂
（
ガ
ス
水
道
局
ガ
ス
課

主
席
参
事
兼
課
長
補
佐
） 

佐
藤
　
和
子
（
建
設
部
建
設
管
理
課

参
事
） 

熊
谷
け
い
子
（
由
利
総
合
支
所
福
祉

保
健
課
参
事
） 

堀
井
　
鉤
子
（
教
育
委
員
会
岩
城

教
育
事
務
所
岩
城
図
書
館
参
事
兼
館

長
補
佐
） 

藤
田
　
ノ
リ
（
市
民
環
境
部
市
民
生

活
課
上
席
主
査
） 

猪
股
　
敏
子
（
建
設
部
都
市
計
画
課

上
席
主
査
） 

打
矢
　
幸
子
（
本
荘
総
合
支
所
子
吉

出
張
所
上
席
主
査
） 

正
木
　
美
道
（
教
育
委
員
会
本
荘
文

化
会
館
上
席
主
査
） 

石
垣
と
み
子
（
教
育
委
員
会
本
荘
文

化
会
館
上
席
主
査
） 

大
友
　
静
雄
（
大
内
総
合
支
所
振
興

課
運
転
技
師
） 

軽
部
　
清
子
（
教
育
委
員
会
尾
崎
小

学
校
校
務
員
） 

荘
司
セ
ツ
子
（
教
育
委
員
会
尾
崎
小

学
校
調
理
員
） 

伊
藤
　
邦
子
（
大
内
教
育
事
務
所
大

内
中
学
校
調
理
員
） 

小
野
久
美
子
（
教
育
委
員
会
八
塩
小

学
校
主
任
校
務
員
） 

遠
藤
キ
ヨ
子
（
教
育
委
員
会
東
由
利

中
学
校
主
任
校
務
員
） 

佐
藤
　
明
美
（
教
育
委
員
会
直
根
小

学
校
校
務
員
） 

■
消
防
本
部 

長
谷
部
吉
雄
（
消
防
本
部
政
策
監
） 

新
田
　
富
祥
（
矢
島
消
防
署
副
署
長

（
課
長
待
遇
）） 

小
松
　
作
榮
（
矢
島
消
防
署
由
利
分

署
長（
課
長
待
遇
）） 

小
田
　
恭
悦
（
本
荘
消
防
署
副
署
長
） 

斉
藤
　
建
雄
（
本
荘
消
防
署
副
署
長
） 

齊
藤
　
　
満
（
本
荘
消
防
署
岩
城
分

署
長
） 

佐
々
木
正
美
（
本
荘
消
防
署
大
内
分

署
参
事
兼
副
分
署
長
） 

阿
部
　
　
工
（
本
荘
消
防
署
東
由
利

分
署
参
事
兼
副
分
署
長
） 

須
田
　
喜
藏
（
本
荘
消
防
署
参
事
） 

三
嶋
　
泰
嗣
（
本
荘
消
防
署
岩
城
分

署
副
参
事
） 

帰
　
任
　
　
　
（
３
月
３１
日
付
） 

採
　
用 

退
職
者
「
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
」 

　
　
　
　
　
　 

（
３
月
３１
日
付
） 

菅
原
　
耕
悦
（
県
教
育
委
員
会
へ
） 
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東
由
利
地
域
の
名
水
・
ボ
ツ
メ
キ
湧
水
と
、

そ
の
水
が
注
ぐ
水
田
で
育
ま
れ
た
酒
米
「
秋

田
酒
こ
ま
ち
」
を
原
料
に
作
ら
れ
て
い
る
純

米
吟
醸
「
東
由
利
」
の
試
飲
会
が
三
月
二
十

一
日
、
黄
桜
温
泉
「
湯
楽
里
」
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

純
米
吟
醸
「
東
由
利
」
は
、
同
温
泉
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
開
発
さ
れ
、

今
回
が
五
回
目
の
醸
造
。
米
の
出
来
が
こ
れ

ま
で
で
一
番
だ
っ
た
と
い
う
今
回
は
、
前
回

よ
り
も
精
米
度
数
を
上
げ
、
一
層
米
の
味
が

楽
し
め
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

製
造
に
あ
た
っ
た
齋
彌
酒
造
店
の
高
橋
藤

一
杜
氏
は
、「
地
元
の
名
水
と
地
元
の
す
ば

ら
し
い
米
、
こ
の
素
材
の
風
味
を
い
か
に
生

か
す
か
を
心
が
け
ま
し
た
。
地
元
・
東
由
利

の
大
自
然
を
、
酒
の
中
に
感
じ
て
も
ら
え
る

と
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
「
秋
田
酒
こ
ま
ち
」
を
育
て
た
渡
辺
幹
雄

さ
ん
の
乾
杯
で
に
ぎ
や
か
に
始
ま
っ
た
試
飲

会
。
約
七
十
人
の
参
加
者
は
、
温
泉
自
慢
の

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
今
年
の
酒
の

出
来
を
じ
っ
く
り
と
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
七
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
秋

田
わ
か
杉
大
会
」
な
ど
で
輝
か
し
い
成
績
を

収
め
た
十
人
の
選
手
の
栄
光
を
た
た
え
る

「
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
」
が
三
月
十
四
日
、

本
荘
由
利
広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行

わ
れ
、
受
賞
者
は
喜
び
の
中
、
さ
ら
な
る
飛

躍
を
誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

◆
栄
光
賞

五
十
嵐
晃
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
･
大
鍬

町
）、
三
戸
学
（
卓
球
･
東
梵
天
）、
岡
部
祐

介
（
陸
上
･
肴
町
）

　

◆
奨
励
賞

佐
藤
義
孝（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
･
船
ケ
台
）、

渡
部
麻
美
（
陸
上
･
神
沢
）、
加
藤
愛
美
（
水

泳
･
石
脇
）、
佐
藤
実
咲
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
･
矢
島
町
荒
沢
）、
三
浦
友
希
（
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
･
矢
島
町
川
辺
）、
村
上
正
幸
（
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
･
大
鍬
町
）、
佐
々
木
康

貴
（
水
泳
・
中
梵
天
）

に
ぎ
わ
う
会
場
で
お
い
し
い
料
理
と
新
酒
を
堪
能

　初めて訪れた鳥海高
原矢島スキー場で大会
優勝。いい思い出がで
きました。コースは
キッカー（ジャンプ
台）の角度が他にない
くらい反っていてすご
かったですし、他のア
イテムもとても楽し
かったです。
　また来年も、この大
会に出たいです。矢島
スキー場にも遊びに来
ますよ。

スパークジャム
オープン女子の部で優勝
石垣利佳さん
（22歳・宮城県）

　「湯楽里」はよく温
泉を利用しています。
　私自身、お酒はあま
り得意ではありません
が、プレゼントすると
みんな本当に『おいし
い！』って喜んでくれ
ますね。
　地元のお酒をこれか
らもいろんな形で応援
していきたいです。

「東由利」試飲会に参加
畑山敏男さん
（66歳・東由利老方）

平成20年４月１日号 広報ゆりほんじょう

　

実
行
委
員
会
（
嶋
田
健
一
郎
委
員
長
・
新
屋

敷
）
が
主
催
す
る
「
由
利
の
明
日
を
日
本
酒
に

聞
く
集
い
」
が
三
月
十
四
日
、
ゆ
り
の
里
交
流

セ
ン
タ
ー
「
ゆ
り
え
も
ん
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
由
利
地
域
産
の
酒
米
で
醸
造

さ
れ
た
純
米
吟
醸
酒「
百
竈
」を
味
わ
い
な
が
ら
、

地
域
農
業
と
特
産
品
の
振
興
を
図
ろ
う
と
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
九
回
目
。
当
日
は

六
十
人
あ
ま
り
の
住
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

米
の
質
が
良
く
、
仕
込
み
の
時
期
に
寒
さ
が

続
く
な
ど
、
酒
造
り
の
好
条
件
が
整
い
、
例
年

以
上
に
す
っ
き
り
し
た
仕
上
が
り
に
な
っ
た
と

の
紹
介
を
聞
き
な
が
ら
、
参
加
者
は
地
元
食
材

の
料
理
を
肴
に
香
り
や
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

国
内
消
費
量
が
落
ち
込
む
一
方
、
海
外
で
の

需
要
に
拡
大
傾
向
が
見
ら
れ
る
日
本
酒
。
原
料

の
秋
田
酒
こ
ま
ち
を
一
手
に
作
付
け
し
て
い
る

佐
藤
隆
さ
ん
（
54
歳
・
東
中
沢
）
は
、「
栽
培

面
積
は
八
十
㌃
。
去
年

の
作
柄
は
良
か
っ
た
。

長
く
続
け
ら
れ
た
の
は
、

地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
い
う
皆
さ
ん
の
熱
意
。

地
元
の
米
を
使
っ
た
日

本
酒
は
お
み
や
げ
と
し

て
喜
ば
れ
て
い
る
。
若

い
人
や
女
性
に
好
ま
れ

る
よ
う
な
も
の
に
し
て

い
き
た
い
」
と
意
欲
を

見
せ
て
ま
し
た
。

　

市
内
の
資
料
館
な
ど
、
文
化
施
設
五
館
が
連

携
し
て
開
催
し
て
い
る
合
同
企
画
展
「
由
利
本

荘
ひ
な
街
道
」。
皆
さ
ん
は
も
う
ご
覧
に
な
り

ま
し
た
か
？

　

こ
の
企
画
展
に
合
わ
せ
、
三
月
十
八
日
か
ら

二
十
一
日
の
四
日
間
、
展
示
施
設
五
館
と
矢

島
・
大
井
家
を
巡
る
「
ひ
な
巡
り
バ
ス
ツ

ア
ー
」
が
行
わ
れ
、
各
地
域
か
ら
出
発
す
る
全

十
コ
ー
ス
に
、
市
内
外
か
ら
延
べ
三
百
八
十
人

が
参
加
し
て
、
地
元
の
家
々
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
お
ひ
な
さ
ま
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
東
由
利
地
域
か
ら
参
加
し
た
五

十
代
の
女
性
は
、「
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
す
ご
い
で
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
顔
も
着

物
も
違
う
し
。
そ
の
時
代
、
時
代
を
表
し
て
い

る
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
「
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
」
は
、
四
月
二
十
日

ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
田
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
シ
ー
ン
の
活
性
化
を

目
的
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
「
ス
パ
ー
ク
ジ
ャ

ム
」
が
三
月
十
六
日
、
鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

技
術
と
意
識
の
レ
ベ
ル
向
上
を
目
的
と
し
、

県
内
一
を
決
め
る
「
オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
」
と
、

順
位
を
決
し
な
い
た
め
気
軽
に
参
加
で
き
、

オ
ー
プ
ン
ク
ラ
ス
参
加
者
の
技
術
を
間
近
で
観

戦
し
な
が
ら
滑
走
で
き
る
と
い
う
「
フ
ァ
ン
ク

ラ
ス
」
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト

の
融
合
を
図
り
な
が
ら
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
う
す
ぐ
春
と
い
う
暖
か
い
天
候
の
た
め
、

緩
ん
だ
コ
ー
ス
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
選
手
た

ち
は
自
分
の
持
ち
味
を
生
か
し
な
が
ら
、
切
れ

味
鋭
い
技
を
繰
り
出
し
て
い
ま
し
た
。

小学４年のチビッコライダーも華麗にジャンプ!

お
い
し
い
お
酒
に

　

  

「
う
ん
、
も
う
一
杯
」

矢
島
・
大
井
家
で
興
味
深
く
説
明
を
聞
く
参
加
者

ひ
ゃ
く
か
ま
ど
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※今年度人間ドックを受診済みまたは受診予定の方は、対象外となります。
※生活保護世帯者の方は、検診料金が無料となりますので、 受付時に「緊急時医療依
　頼証」を提示してください。
※指定した会場で受診できない場合は、他の実施場所で受診してください。

検　診　名

胸部総合検診

大腸がん検診

対　象　者

40歳以上

30歳以上

検　診　料　金

レントゲン：無料　喀痰検査：500円（該当者）

70歳以上：200円　69歳以下：500円

対　象　地　区
深　　　沢
米　　　坂
大　　　谷
岩　谷　麓
牛　　　寺
中　　　館
松　　　山
岩谷町１．２．３．８区
川　　　口
大 内 三 川
北　福　田
岩谷町４．５．６．７区
徳　　　沢
大　倉　沢
加　賀　沢
松　　　本
及　　　位
新　　　沢
中　　　帳
高　　　尾
堀　　　切
中　　　俣
長　　　坂
葛　　　岡
平　　　岫
朴　　　沢
的　　　場
板　井　沢、新　　　田
岩 野 目 沢
楢　　　渕
大　小　屋
小　増　沢
滝
小　羽　広
立　　　寄
羽　　　広
軽　井　沢
見　　　岫
代　　　内
芦　　　渕、小　栗　山

受付時間
　9：40～ 10：00
10：10～ 10：20
10：30～ 10：50
13：00～ 13：30
　9：40～ 10：00
10：10～ 10：30
10：50～ 11：10
13：00～ 14：00
　9：40　～　　9：50
10：00～ 10：20
10：30～ 10：50
13：00～ 14：00
　9：40～ 10：00
10：10～ 10：30
10：40～ 11：00
13：00～ 13：20
13：30～ 13：50
　9：50～ 10：20
10：40～ 11：00
13：00～ 13：20
13：40～ 14：00
　9：40～ 10：00
10：20～ 11：00
13：00～ 13：40
　9：40～ 10：00
10：10～ 10：30
10：40～ 11：00
13：00～ 13：30
　9：45～ 10：00
10：15～ 10：35
10：45～ 11：00
13：00～ 13：20
13：35～ 13：55
10：00～ 10：15
10：30～ 10：50
11：05～ 11：20
13：00～ 13：15
　9：45～ 10：00
10：15～ 10：30
10：40～ 11：00

実施場所
深 沢 公 民 館
米 坂 公 民 館
大 谷 公 民 館
岩谷麓公民館
牛 寺 公 民 館
中 館 公 民 館
松 山 公 民 館
大内保健センター
川 口 公 民 館
三 川 公 民 館
北福田公民館
大内保健センター
徳 沢 公 民 館
報　　徳　　館
加賀沢公民館
松 本 公 民 館
及 位 公 民 館
新 沢 公 民 館
中 帳 公 民 館
高尾コミュニティーセンター
堀 切 公 民 館
中 俣 公 民 館
長 坂 公 民 館
高齢者コミュニティーセンター
平 岫 公 民 館
朴 沢 公 民 館
的 場 公 民 館
山村活性化支援センター
岩野目沢公民館
楢 渕 公 民 館
大小屋公民館
小増沢公民館
滝　公　民　館
小羽広公民館
立 寄 公 民 館
羽 広 公 民 館
軽井沢公民館
見 岫 公 民 館
代 内 公 民 館
上川大内出張所（き ら り）

月　日

４月14日㈪

15日㈫

16日㈬

17日㈭

18日㈮

21日㈪

22日㈫

23日㈬

24日㈭

25日㈮

＊「胸部総合検診」は、従来の
　結核検診および肺がん検診を
　含みます。
＊レントゲン撮影の時は、胸に
　金属・ファスナー・ボタンの
　付いた衣類の着用を避けてく
　ださい。

◎指定した会場で受診できない
　場合は、大内地域の他の会場
　で受診してください。
◎大腸がん検診を希望する方は、
　事前に容器を配布しますので、
　大内保健センターにご連絡く
　ださい。
◎血圧測定は実施しません。

平成20年４月１日号 広報ゆりほんじょう

成分献血は、１時間ほどの時間が必要であり、場所によっては予約
制の所もあります。事前にお問い合わせください。
※問い合わせは当該地域の保健センターまたは福祉保健課へ

実　施　場　所
マックスバリュ本荘店
矢島小林工業㈱薬師堂工場

東由利総合支所

小林無線工業㈱

由利地域振興局（職員会館）

受付時間
13：30～ 16：00
10：00～ 11：30
10：00～ 12：00
13：00～ 16：00
15：00～ 16：00
10：00～ 12：00
13：00～ 16：30

備　　考
全血献血
全血献血

成分献血

全血献血

成分献血

日
４日㈮
10日㈭

16日㈬

18日㈮

24日㈭

会　　　場
由利福祉保健センター

大内保健センター

西目保健センター

本荘保健センター
西目保健センター
本荘保健センター
矢島保健センター
西目保健センター
由利福祉保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター

岩城保健センター

矢島保健センター
本荘保健センター

対象地域
由利・東由利

大 内

西 目

本 荘
西 目
本 荘
矢島・鳥海
西 目
由利・東由利
本 荘
本 荘

岩 城

矢島・鳥海
本 荘

検診日
８日㈫

９日㈬

11日㈮

14日㈪

16日㈬

18日㈮
22日㈫
23日㈬

24日㈭

25日㈮
30日㈬

事　業　名
１歳６カ月児健診

４・７・10カ月児健診

４・７・10カ月児健診

２ 歳 児 歯 科 健 診
１歳６カ月児健診
１歳６カ月児健診
２ 歳 児 歯 科 健 診
３ 歳 児 健 診
４・７・10カ月児健診
３ 歳 児 健 診
10 カ 月 児 健 診

４・７・10カ月児健診

４・７・10カ月児健診
４ カ 月 児 健 診

対　　象　　者
平成18年７月・８月・９月生まれ
平成19年11月６日～12月９日生まれ
平成19年８月６日～９月９日生まれ
平成19年５月６日～６月９日生まれ
平成19年11月９日～12月11日生まれ
平成19年８月９日～９月11日生まれ
平成19年５月９日～６月11日生まれ
平成18年１月生まれ
平成18年７月・８月・９月生まれ
平成18年９月生まれ
平成17年12月・平成18年１月・２月生まれ
平成16年９月・10月・11月生まれ
平成19年６月・９月・12月生まれ
平成16年10月生まれ
平成19年６月生まれ
平成19年11月29日～12月24日生まれ
平成19年８月29日～９月24日生まれ
平成19年５月29日～６月24日生まれ
平成19年６月・９月・12月生まれ
平成19年12月生まれ

受付時間
12：45～ 13：00
12：40～ 12：50
12：50～ 13：00
13：00～ 13：10

12：30～ 12：50

13：00～ 13：30
12：30～ 12：50
13：00～ 13：30
13：00～ 13：15
12：30～ 12：50
12：45～ 13：00
13：00～ 13：30
13：00～ 13：30

13：00～ 13：30

13：00～ 13：15
13：00～ 13：30

＊母子健康手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。
＊３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行って来てください。
＊本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。
＊事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診するようにしてください。
＊当日受診できない場合は、当該地域の保健センターまたは福祉保健課へご相談ください。

会　　　場
本荘保健センター

対象地域
本 荘

日
８日㈫

対　　象　　者
平成19年８月～平成19年10月生まれ

受付時間
13：00～ 14：00

＊ポリオワクチンは急性灰白髄炎（小児マヒ）を予防するワクチンです。41日以上の間隔を置き、ワク
　チンを２回接種します。
＊今回の対象年月を越えていても、まだ２回目を接種していない方は受けられます。
＊予防接種の間隔や、ワクチンの数量などの制限がありますので、お住まいの地域で接種してください。

４月の診療日と予定当番医師

※当番医師は変更になる場合もあり
　ます。
▷問い合わせ先…本荘由利広域休日
　　応急診療所（堤脇30：旧医師会
　　病院☎24－3917）、平日は健康
　　管理課（☎22－1834）へ

日
６日㈰
13日㈰
20日㈰
27日㈰
29日㈫

医　師　名
山　田　暢　夫
伊　藤　伸　一
桑　山　明　久
菊　池　四　郎
加　藤　　　芳

大
内
地
域
の
健
診
で

子
ど
も
た
ち
の

表
情
を
パ
チ
リ
‼
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■
市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）

▽
と
き　

４
月
の
毎
週
木
曜
日

　

午
後
１
時
15
分
〜
５
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

■
行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

▽
と
き　

４
月
９
日
㈬　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
第
５
会
議
室

■
消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

▽
と
き　

毎
日
、
午
前
10
時
か
ら

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

※

右
記
日
時
以
外
の
相
談
は
、
各
総

　

合
支
所
市
民
課
、
市
民
相
談
室
の

　

職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
相
談
室（
☎
24
―
６
２
５
１
）

　

人
権
思
想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る

た
め
、
無
料
特
設
人
権
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ　

４
月
８
日
㈫・

　

矢
島
福
祉
会
館

▽
と
き
・
と
こ
ろ　

４
月
10
日
㈭・

　

直
根
公
民
館
（
鳥
海
地
域
）

※

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
地
方
法
務

　

局
本
荘
支
局（
☎
22
―
１
２
０
０
）

　

４
月
の
木
曜
日
は
窓
口
を
午
後
８

時
ま
で
延
長
し
、
市
税
の
納
付
と
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
開
設
場
所　
市
収
納
課
窓
口
（
本
庁
）

▽
開
設
日
時　

４
月
３
、
10
、
17
、

　

24
日
の
木
曜
日
、
午
後
８
時
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
収
納
課
（
☎

　

24
―
６
２
５
６
）

　

県
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
す
こ
や

か
子
育
て
支
援
事
業
の
乳
児
養
育
支

援
金
制
度
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま

す
。

①
平
成
20
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
子
ど
も
へ
の
支
援
金
は
支
給

　

さ
れ
ま
せ
ん
。

②
平
成
20
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

　

れ
た
子
ど
も
へ
の
支
援
金
は
平
成

　

20
年
４
月
分
か
ら
５
千
円
と
な
り

　

ま
す
。（
所
得
制
限
あ
り
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
子
育
て
支
援

　

課
児
童
支
援
班
（
☎
24
―
６
３
１

　

９
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
保

　

健
課

※この事業は、秋田県学術国際政策課より秋田県国際
　交流協会が委託を受けて実施しています。 

　本県に来る留学生は、それぞれ自分なりの目的を
持って来日しています。「あきたのファミリー」は、
留学生を気軽に家に呼んでひとときを共にしたり、
会えないときは電話で話したりと、留学生にエール
を送りながら自由に交流していただく活動です。
　留学生はもちろん、ホストファミリーの皆さまに
も、この交流を通じて国際理解を深めていただくこ
とを目的としています。

（４月）参加留学生とホストファミリーの募集
（５月）留学生との対面式＆交流会の開催
　以後、自由に交流していただきます（翌年３月まで）。

○無償で協力してくれる家庭
○単身でない方
○留学生の居住地まで送迎してくださる方

県国際交流協会　担当：山谷
 （☎018－864－1181、 ＦＡＸ018－864－0160）
メール：hitomi@aiahome.or.jp

①ホームビジット（日帰りや宿泊を伴う家庭訪問）
　を基本に自由に交流します。
②留学生と、家族の一員、友人として交流します。
③基本的に日本語で交流します。
④交流に際して発生する費用は、基本的にホスト
　ファミリーの負担となります。
⑤困ったことがあった場合は、AIA（秋田県国際交
　流協会）や大学が相談に応じます。

　

本
荘
ご
て
ん
ま
り
を
使
っ
た
「
つ

る
し
飾
り
」
の
制
作
講
習
会
で
す
。

▽
と
き　

４
月
20
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
公
園
本
丸
の
館

▽
持
ち
物　

糸
切
り
ば
さ
み
、
メ

　

ジ
ャ
ー
、
ま
ち
針
、
昼
食

▽
定
員　

先
着
20
人

▽
参
加
料　

千
円
（
材
料
代
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
観
光
協
会
本
荘
支
部
（
☎
24
―

　

６
３
４
９
）

◎
本
荘
地
区　

１
戸
（
梵
天
）

▽
申
し
込
み
期
限　

５
月
９
日
㈮

　

 

（
受
け
付
け
は
、
午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
）

▽
抽
選
日
時　

５
月
13
日
㈫　

午
後

　

３
時

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

由
利
地
域
振
興
局
建
築
課
（
☎
27

　

―
１
７
７
７
）

▽
と
き　

４
月
24
日
㈭　

午
前
10
時

▽
と
こ
ろ　

本
荘
由
利
地
域
職
業
訓

　

練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

▽
年
会
費　

３
千
円

※

秋
田
銀
行
･
秋
田
し
ん
せ
い
農
協

　

・

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
い
ず
れ
か
の

　

通
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

㈳
由
利
本
荘
市

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

 
（
☎
24
―
５
１
１
１
）

　

幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
砂
地

造
林
を
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
水
林

海
岸
防
備
林
。
先
人
が
築
い
た
豊
か
な

自
然
を
取
り
戻
す
植
樹
活
動
に
市
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
と
き　

４
月
12
日
㈯　

午
前
10
時

　

〜
正
午

▽
と
こ
ろ　

水
林
国
有
林
（
本
荘
由

　

利
卸
売
市
場
向
か
い
）

▽
作
業
内
容　

ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
千

　

本
を
植
樹
し
ま
す

※

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま

　

す
の
で
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

に
て
、
住
所
･
氏
名
･
年
齢
を
お

　

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ
先

　

４
月
10
日
㈭
ま
で
、
水
林
海
岸
防

　

備
林
を
松
く
い
虫
か
ら
再
生
す
る

　

会
事
務
局（
由
利
森
林
管
理
署
内
）

　

 

（
☎
22
―
１
０
７
６
、　

Ｆ
Ａ
Ｘ
22

　

―
２
２
７
４
）

　

一
年
を
通
じ
農
業
体
験
を
し
な
が

ら
食
と
農
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
・
人
員　

市
内
の
小
学
４
年

　

生
以
上
の
児
童
50
人

▽
年
会
費　

一
人
２
千
円
（
ほ
か
昼

　

食
代
は
自
己
負
担
）

▽
応
募
期
限　

４
月
21
日
㈪

▽
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
各
支
店
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
で
。
詳
し
く
は

　

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
生
活
福
祉
部

　

生
活
課
（
☎
27
―
１
７
２
５
）

平成20年４月１日号 広報ゆりほんじょう

□赤田市民農園
　▷場所　五峰苑内　東光館隣り（赤田）
　▷区画　１区画＝約40平方㍍
　▷年間利用料　3,000円（税込み）
　▷申し込み・問い合わせ先　農業水産課（☎24－6353）
　　　東光館（☎23－2882）

□大内市民農園
　▷場所　都市農村交流センター「たんぽぽ館」隣り（松本）
　▷区画　１区画＝約30平方㍍
　▷年間利用料　2,000円（税込み）
　▷申し込み・問い合わせ先　都市農村交流センター 「たんぽぽ
　　　館」（☎66－2277）

□南由利原高原クラインガルテン
　▷場所　南由利原高原（西沢）
　▷区画　１区画＝約105平方㍍　
　▷年間利用料　3,000円（税込み）
　▷申し込み・問い合わせ先　由利総合支所産業課（☎53－2114）

□アグリファーム「ふれあい農園」
　▷場所　県立矢島高等学校旧農場跡地（矢島町城内）
　▷区画　１区画＝50平方㍍
　▷年間利用料　3,000円（税込み）
　▷申し込み・問い合わせ先　矢島総合支所産業課（☎55－4956）
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　㈳本荘法人会青年部会が、地
域社会貢献活動の一環として
「次代を担う子どもたちに環境
の大切さを認識してもらいた
い」と、本市、にかほ市の中学
校15校に環境図書を寄贈くださ
いました。
　同会による環境図書の寄贈は
平成10年度から始まり、今年で
10年目。市では、長年にわたる
活動に敬意を表し、この度の寄
贈にあたり感謝状を贈りました
（写真）。

　本荘中学校昭和33年３月卒業
生（斉藤久一郎代表）の皆さん
が、枝垂れ桜１本を市に寄贈し、
石脇公園に植樹してくださいま
した。

本荘空手道ス
ポーツ少年団
（佐々木喜悦
団長）の団員
と保護者の皆
さん21人が３
月23日、地域
の通学路に設
置されている
カーブミラー

の清掃をしてくれました。

　次のいずれかに該当する方は、市役所へ申請することにより「福祉医療
費受給者証」が交付されます。医療機関などで診療を受ける際、健康保険
証と一緒に窓口に提示することで、無料で診療を受けることができます。
▷対　象　者

▷申請に必要なもの　健康保険証、印鑑、障害の方は身体障害者手帳ま
　　たは療育手帳

　この制度は、小・中学生のお子さんが保険診療でかかった入院医療費
の自己負担分を市が支給する制度です。一旦医療機関に自己負担額を支
払い、後日市役所へ申請することで払い戻しを受けることができます。
▷対　象　者　市内在住の健康保険に加入している小中学生
　　ただし、他の法令などの適用を受け、医療費に関し入院医療費と同
　　一の給付を受けることができる方（※）を除きます。
　　 （※）生活保護を受けている方／日本スポーツ振興センター給付金
　　　　に該当した方／ひとり親・障害者福祉医療を受けている方／児
　　　　童福祉法に規定する施設入所している方（母子生活支援施設、
　　　　保育所・知的障害児・肢体不自由児などの通園施設を除く）
▷申請に必要なもの　健康保険証、印鑑、医療機関の領収書、保護者の
　　通帳（ゆうちょ銀行以外）
　　注）高額療養費に該当する場合は、加入健康保険などで高額療養費
　　　の申請を済ませてから申請していただくことになります。

○４月から老人保健制度が、後期高齢者医療制度へ変わったことにより
　老人医療制度はなくなります。現在の福祉医療受給者証（ピンク色）
　には、受給者証上部に「老人保健法一部負担金」の表記がありますが、
　８月から新しい表記の受給者証に変わりますので、それまでは引き続
　き現在の受給者証をご利用いただけます。
○障害者自立支援法および児童福祉法の公費負担医療の受診者は、これ
　まで医療機関などで自己負担分を窓口払いしておりましたが、４月１
　日から福祉医療受給者証を提示することによって自己負担分の窓口払
　いがなくなります。
　※対象となる法別番号… 15：更生医療／ 16：育成医療／ 21：精神通
　　院／ 24：療養介護医療および基準該当療養介護医療／ 79：障害児
　　施設医療

※福祉医療制度に該当しない方
　市内に住所がない方／健康保険に加入していない方／社会保険の本人
　 （重度心身障害者を除く）／生活保護を受けている方／他の公費負担
　医療の適用を受け、医療費の自己負担のない方

問い合わせ先　市民生活課　福祉医療担当（☎24－6244）

年　齢　・　要　件
乳 幼 児
　・０歳～小学校入学まで

所得制限があります。

社会保険本人の方は
所得制限があります。

所得制限があります。
社会保険本人の方は
非該当になります。

ひとり親（18歳に達した最初の３月31日まで）
　・母子、父子家庭の児童　・父母のいない児童
　・父または母が、１～２級程度の身体障害者手
　　帳を持つ家庭の児童
重度心身障害者
　・身体障害者手帳１級～３級を持っている方
　・療育手帳Ａを持っている方
高齢者身体障害者
　・65歳以上で身体障害者手帳４級～６級を持っ
　　ている方

備　　　考

３月15日発行本紙13ページ中、児童扶養手当受給者の皆さまへお知らせした手
当の一部支給停止措置について、受給要件に一部誤りがありました。要件中「仕
事をしていない」は「仕事をしている」の誤りです。訂正しておわびします。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
交
通
マ

ナ
ー
を
守
り
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、

相
手
を
思
い
や
り
な
が
ら
行
動
し
、

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
近
、
高
齢
者
が
交
通
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
、
家
族

ぐ
る
み
で
声
掛
け
を
し
、
交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
の
基
本

・

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
運
動
の
重
点

・

全
て
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

　

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・

飲
酒
運
転
の
根
絶

※

４
月
10
日
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

　

を
目
指
す
日
」…

昭
和
43
年
以
降
、

　

日
本
全
国
で
交
通
死
亡
事
故
が
な

　

か
っ
た
日
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ゆ
ず

　

り
あ
い
、
相
手
を
思
い
や
り
、
交

　

通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
確
実
に

　

守
っ
て
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
」
そ

　

し
て
「
交
通
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指

　

し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
20
年
度
に
お
い
て
、
市
民
が

自
ら
企
画
し
、
市
の
活
性
化
に
効
果

が
期
待
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど

を
実
施
す
る
場
合
、
そ
の
事
業
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
独
創
的
な
視

点
や
工
夫
が
見
ら
れ
、
多
く
の
市
民

参
加
が
期
待
さ
れ
、
全
市
に
広
が
り

の
あ
る
事
業
を
期
待
し
ま
す
。

▽
支
援
対
象
事
業

・
平
成
20
年
４
月
〜
21
年
３
月
に
実

　

施
さ
れ
る
事
業

・

市
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
実
施

　

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
で
、

　

次
年
度
以
降
も
継
続
的
に
行
わ
れ

　

る
も
の

▽
補
助
金
額　

補
助
対
象
事
業
費
の

　

２
分
の
１
以
内
の
額
で
、
補
助
限

　

度
額
50
万
円

▽
補
助
金
の
決
定　

事
業
お
よ
び
補

　

助
金
額
は
、
審
査
委
員
会
で
提
出

　

さ
れ
た
申
請
書
を
基
に
事
業
の
公

　

益
性
、
具
体
性
、
費
用
の
妥
当
性

　

な
ど
を
審
査
し
決
定
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

４
月
１
日
㈫
〜
５
月

　

20
日
㈫

▽
提
出
書
類　
「
活
性
化
事
業
計
画

　

承
認
申
請
書
」
お
よ
び
添
付
書
類

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
企
画
調
整
課
（
☎
24
―
６
２
３

　

１
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
振
興
課

　

町
内
会
な
ど
で
所
有
す
る
集
会
施

設
の
改
築
や
修
繕
に
は
、
市
の
補
助

金
制
度
が
活
用
で
き
ま
す
。

※

要
望
書
に
見
積
書
な
ど
の
必
要
書

　

類
を
添
え
て
10
月
末
ま
で
、
市
企

　

画
調
整
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
振

　

興
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

　

た
、
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の

　

で
計
画
を
お
持
ち
の
町
内
会
な
ど

　

は
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
企
画
調
整
課

　

 

（
☎
24
ー
６
２
３
１
）
ま
た
は
各

　

総
合
支
所
振
興
課

　

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
の
保
険
料
は
、
事
業
主
が
年
度

当
初
に
概
算
で
申
告
・
納
付
し
、
翌

年
度
の
当
初
に
確
定
申
告
の
う
え
精

算
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
申
告
・
納
付
期
間

は
５
月
20
日
㈫
で
す
。
お
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
石
綿
健
康
被
害
救
済
の
た
め
の

　

 

「
一
般
拠
出
金
」
の
申
告・

納
付

　

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
労
働
保

　

険
の
年
度
更
新
と
併
せ
て
申
告・

　

納
付
し
ま
す
。

◆
電
子
申
請
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

電
子
政
府
の
総
合
窓
口

　
（http://w

w
w
.e-gov.go.jp/

）、
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労
働
保
険
適
用
徴
収
・
電
子
申
請

　
（http://ip.roho-chosyu.m

hlw
.

　

go.jp/

）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
労
働
基
準

　

監
督
署
（
☎
22
―
４
１
２
４
）、
秋

　

田
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
（
☎

　

０
１
８
―
８
８
３
―
４
２
６
７
）

▽
売
り
払
い
物
件　
（
所
在
）
西
目

　

町
沼
田
字
新
道
下
２
―
317
の
宅
地

　

261
・
69
平
方
㍍

▽
価
格　

455
万
円

▽
申
し
込
み
受
付
期
間　

７
月
11
日

　

㈮
ま
で

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
労
働
局
総
務
課
会
計
３
係

　

 

（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
６
６
８

　

１
）

区　分 補助率 限度額

新築・改築

改修・修繕

取　　　得

2/10

2/10

2/10

200万円

100万円

100万円

下水道接続
（供用開始か
ら３年以内）

1/2 50万円

認定農業者（４㌶以上）、集落営農組織（20㌶以上）
　経営規模要件には、中山間地域の地域特
例や所得水準の所得特例などの制度があり
ます。
　また、平成20年度から市町村の特認制度
が創設され、意欲を持って営農を行う認定
農業者について加入できる場合がありま
す。詳しくは下記までお問い合わせくださ
い。

問い合わせ先　市農業水産課（☎24－6353）または、
　お住まいの地域の各総合支所産業課、秋田しん
　せい農協本店　担い手支援対策課（☎27－1601）
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■４月の健康相談
内容　血圧測定、生活習慣病予防、
その他
時間　午前９時30分～ 11時30分

■湯ったりほのぼの教室
　どうぞ、お気軽においでください。
日時　４月23日㈬
場所　鶴舞温泉（中広間）
内容　健康相談（午前９時30分～
11時30分）　参加料　無料
問い合わせ先　健康管理課

（☎22－1834）
■フィットネスジム登録講習会
日時　４月10日㈭　午後６時、
　　　　　26日㈯　午後２時
場所　アクアパル
定員　25人（先着順）
年会費　一般3,150円、学生1,575円

（ともに税込み）
※事前に電話などでアクアパルへお申
　し込みください。（☎22－5611）
■フリーマーケット「水辺のまち市場」
日時　４月13日㈰　午前９時～午後
３時　場所　アクアパル南側正面広
場（屋外40区画・１区画＝約１坪）
内容　不用になった日用雑貨・衣類
・書籍など　出店料　無料
申込期限　４月10日㈭
申し込み先　アクアパル
■アクアパル　カヌー教室
日時　４月20日㈰　午後１時～４時
場所　子吉川（アクアパル集合）
対象　小学３年生以上（小学生は保
護者同伴）
定員  20人（先着順）
参加料　500円（保険料）
持ち物　タオル、着替えなど
申込期限　４月18日㈮
申し込み先　アクアパル
■アクアパル文化振興協会会員募集
年会費　個人会費　1,000円、
　　　　法人会員　10,000円
特典　アクアパル文化振興協会主催
事業（コンサートなど）の入場割り
引き
申込期限  ４月30日㈬
申し込み先　アクアパル

（☎22－5611）

■平成20年度シルバーカレッジ
　「鳳山学園」受講生募集
　毎月さまざまなテーマで学習しな
がら、仲間の輪を広げませんか。
日時　４月～来年３月の毎月第３木
曜日・午前10時～正午
場所　本荘文化会館　地階会議室
対象　原則として本荘地域在住の60
歳以上の方
年会費　2,000円
申し込み先　本荘公民館窓口に備え
付けの申込書に記入、会費を添えて
同公民館（☎22－0900）まで。

■公共施設休館日（４月上旬）
青少年ホーム　日曜・祝日の夜間

（午後５時～）
　　▷生涯学習課（☎56－2203）
寿康苑　６日㈰、14日㈪
　　▷寿康苑（☎56－2940)
■保健師による健康相談
日時　４月８日㈫　午前９時30分～
11時　場所　寿康苑　大広間
※桃野・上原方面の送迎の日です。
◆４月から「寿康苑」の閉館時間が
　変わります
☆利用時間　午前９時～午後６時30分
☆期間　４月１日～ 10月31日

日・曜日
11日㈮
15日㈫
17日㈭

22日㈫

25日㈮

場　　　所
石沢生活改善センター
北内越公民館
小友公民館
松ヶ崎基幹集落センター
子吉公民館
南内越公民館

　本荘図書館　☎22－4900
○４月のおはなし劇場
　◇とき…４月12日㈯　午後２時～
　◇ところ…本荘図書館　児童閲
　　覧室
　◇内容…絵本のよみきかせ　ほか
○第29回手づくり絵本展
　　　　　　　　作品募集中！
　　みなさんの思い出や、物語を
　自由な発想で一冊の絵本にして
　みませんか？
　　たくさんの作品をお待ちして
　います。
　展示期間：５月７日㈬～ 31日㈯
　　絵本のテーマ、使う材料、絵
　本の形、サイズなど自由です。
　締め切り：４月25日㈮
　問合せ先・連絡先：本荘図書館
　☎22－4900　Fax23－4903

　岩城図書館　☎73－3673
○お話し会「星のひとみ」
　◇とき…４月18日㈮　午後３時
　　30分～
　◇ところ…岩城図書館　
○４月の展示
　・作家「重松清」特集
　・ガーデニング　特集
　・絵本「荒井良二」特集

　由利図書館　☎53－2121
○４月の読みきかせ会
　◇とき…４月19日㈯　午後２時
　　～午後３時
　◇ところ…由利図書館　幼児室
　◇内容…絵本の読みきかせ、紙
　　芝居、お話玉手箱
○「こども読書週間　

４／23 ～５／12」展示
　「親子読書感想発表会が
　　　　　　　　　　残したもの」
　（発表した図書や感想文等を展
　　示致します。）

◆４月の図書館休館日
○本荘図書館　20日㈰、29日㈫、
　　　　　　　30日㈬
○岩城図書館　７日㈪、14日㈪、
　　　　　　　21日㈪、28日㈪、
　　　　　　　29日㈫
○由利図書館　29日㈫
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■西目保健センター　４月の開放日
　子育て中のお母さんと赤ちゃんが
広いスペースで思いっきり親子のふ
れあいが持てるように、集団指導室
を開放しています。遊具もあります。
開放日　２日㈬・４日㈮・８日㈫・
10日㈭・15日㈫・17日㈭・22日㈫・
25日㈮　時間　午前10時～午後３時
■親子のスキンシップ教室
日時　４月16日㈬　午前10時～
場所　西目保健センター

（☎33－3983）
対象　２カ月児からの親子
持ち物　バスタオル
■かしわ温泉健康相談
日時　４月24日㈭　午前10時～

■旧鮎川小で「春の交流会」
　旧鮎川小学校で、今年も「春の交
流会」を開催します。
　今回は、宮城県仙台市から民俗研
究家の結城登美雄さんをお招きし、
「元気な地方を語る」と題しての講
演をはじめ、金管アンサンブルやフ
ラメンコなどの演奏会も予定してい
ます。昼食（軽食・無料）も用意し
ます。お誘い合わせのうえ、ご来場
ください。
日時　４月20日㈰
　　　午前９時30分～午後３時
場所　旧鮎川小学校体育館
問い合わせ先　由利総合支所振興課

（☎53－2111）

　小野さんは、昭和51年から平成４年
まで旧東由利町議会議員を務められ、
この間、平成３年からは議長として地
方自治行政の進展に尽力されました。

 伊藤さんは石沢中教頭、直根小学校長、
小友小学校長、象潟小学校長などを歴
任され、35年以上にわたって学校教育
全般の推進に尽力されました。

　太田さんは、昭和23年旧大内村消防
団に入団。昭和63年から分団長を務め
られるなど、48年にわたり地域の消防
防災活動に尽力されました。

　佐藤さんは平成８年旧矢島町長に就
任以来、払い下げを受けた救急車や検
診車などの寄贈、遊牧民の子どもへの
奨学資金創設による支援に尽力。日本
とモンゴル国との友好促進を図られた
ご功績により国家勲章を受章されました。

　㈳由利本荘医師会（佐藤誠会長）では、㈶日本自
転車振興会の補助を受け、県内初のデジタルＸ線装
置を搭載した胸部Ｘ線検診車を導入しました。
　今後、本市とにかほ市の地域住民と地域事業所の
結核や肺ガン検診、事業所のじん肺検診などに迅速
に対応でき、地域住民の健康増進のため、大きな力
となります。

○事業名　財団法人　
　日本自転車振興会
　／平成19年度検診
　車の整備事業
○事業内容　胸部Ｘ線検診車の導入
○補助金額　10,500,000円
○実施場所　社団法人由利本荘医師会
　　　　　　（由利本荘市水林456番地４）

　３月１日に宝塚音楽学
校（兵庫県宝塚市）を卒
業した毬愛まゆさん（中
竪町出身）が同月21日、
宝塚大劇場での月組公演
「ME AND MY GIRL」
で初舞台を踏みました。
　毬愛さんは本荘南中を
卒業後に上京し高校へ進
学。タカラジェンヌへの
夢をつかみ、第94期生と
して同音楽学校へ入学後、
２年間にわたってレッス
ンを積みました。元月組
娘役の母・賀美さつきさ
んと父・山田耕一郎さんは「自らの好きな道に進ん
だのだから、目標を高く持って頑張ってほしい」と
話しています。毬愛さんの今後の活躍に地域の期待
と注目が集まっています。

まり　な

か　み
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▽
と
き　

５
月
10
日
㈯　

午
前
音
合

　

わ
せ
、
午
後
１
時
開
演

▽
と
こ
ろ　

八
塩
い
こ
い
の
森　

野

　

外
ス
テ
ー
ジ

▽
出
場
予
定
数　

５
組
（
個
人・

団

　

体
不
問
）

▽
参
加
料　

１
人
２
千
円
（
昼
食
付
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

東
由
利
総
合
支
所
産
業
課
（
☎
69

　

―
２
１
１
６
）

・

総
合
体
育
館
休
館
日

・

第
４
回
由
利
本
荘
市
さ
く
ら
ま
つ
り
俳
句
大
会
（
地
下
会

　

議
室
）
10
時
〜
14
時
文

・

ア
ク
ア
パ
ル
カ
ヌ
ー
教
室　

13
時
〜
16
時　

参
加
料
あ
り

・

ダ
ン
ス
プ
ラ
ザ
・
タ
ケ
ウ
チ　

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

13
時
45
分
〜
16
時　

会
費
あ
り
ア

ア

・

本
荘
由
利
春
季
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
〜
27
日
）

　

８
時
〜
18
時

・

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

　

14
時
〜
15
時
30
分　

登
録
料
あ
り
ア

総

・

第
11
回
本
荘
由
利
地
区
小
学
生
春
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

 

（
〜
20
日
）
８
時
〜
18
時
総

・

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
「
鳳
山
学
園
」
開
講
式
（
場
所
／
文

　

化
会
館
地
下
会
議
室
）
９
時
30
分
〜
正
午
公

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
約
９
百
本
、
八
重
桜
約
７
百
本
、
黄
桜
約

４
百
本
が
そ
れ
ぞ
れ
に
咲
き
誇
り
、
八
塩
ダ
ム
湖
を
春
色
に

染
め
ま
す
。
県
内
で
も
最
も
遅
い
時
期
に
行
わ
れ
る
観
桜
会
。

 

予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

　

５
月
10
日
㈯・

11
日
㈰　

カ
ラ
オ
ケ
交
流
大
会
、
湖
上
花
火
大
会
、
野
点
茶
会
、

　
　
　

健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
因
幡
晃
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト
、
イ
ワ
ナ
つ
か
み
取
り
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
タ

問
い
合
わ
せ
先
／
市
観
光
協
会
東
由
利
支
部
（
☎
69
―
２
１
１
６
）

ア
総

 

昭
和
の
日

・

第
45
回
本
荘
由
利
春
季
柔
道
大
会　

８
時
〜
17
時

・

子
吉
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ　

７
時
30
分
〜
８
時
30
分

・

池
坊
由
利
本
荘
支
部
総
会　

13
時
〜
15
時
（
地
下
会
議
室
）
文

・

本
荘
芸
術
文
化
協
会
総
会　

15
時
〜
17
時
（
地
下
会
議
室
）
文

・

由
利
本
荘
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
委
員
総
会　

13
時
30
分
〜

　

16
時
（
地
下
会
議
室
）
文

文

総

・

春
季
教
職
員
研
修
会　

９
時
〜
17
時

・

平
成
20
年
度
由
利
本
荘
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
総
会

　

９
時
〜
13
時
（
地
下
会
議
室
）

　春に開催される花のイベント４つを巡るスタン　春に開催される花のイベント４つを巡るスタン
プラリーを実施します。４カ所すべてのスタンププラリーを実施します。４カ所すべてのスタンプ
を集めた方の中から、抽選で30人にすてきな賞を集めた方の中から、抽選で30人にすてきな賞
品が当たります。品が当たります。
期間期間　４月12日　４月12日㈯～５月25日～５月25日㈰
＊対象イベントとチェックポイント（期間）対象イベントとチェックポイント（期間）
　①　①さくらまつり／さくらまつり／修身館（４月16日～修身館（４月16日～ 29日）9日）
　②　②桜・菜の花まつり／桜・菜の花まつり／道の駅道の駅「にしめ」「にしめ」

（４月12日～５月６日４月12日～５月６日）
　③　③観桜会・黄桜まつり／観桜会・黄桜まつり／八塩センターハウス八塩センターハウス

（４月（４月26日～５月11日）6日～５月11日）
　④　④つつじまつり／つつじまつり／修身館（５月11日～修身館（５月11日～ 25日）5日）
＊応募上の注意応募上の注意　台紙は「さくらまつり」、 「桜・　台紙は「さくらまつり」、 「桜・
　菜の花まつり」、「観桜会・黄桜まつり」のイベ　菜の花まつり」、「観桜会・黄桜まつり」のイベ
　ント会場に設置しています（ただし、期間中の　ント会場に設置しています（ただし、期間中の
　み）。　み）。
　応募は１人１枚までで、　応募は１人１枚までで、４ヵ所すべてのヵ所すべてのスタンスタン
　プが押された　プが押されたもののみもののみ有効有効となります。となります。
＊応募方法応募方法　「観桜会・黄桜まつり」、「つつじま　「観桜会・黄桜まつり」、「つつじま
　つり」の各会場に設置されたポストに投函する　つり」の各会場に設置されたポストに投函する
　か、５月末日まで（必着）事務局へ送付。　か、５月末日まで（必着）事務局へ送付。
＊応募のあて先応募のあて先　〒015－8501　由利本荘市尾崎17　〒015－8501　由利本荘市尾崎17
　由利本荘市観光協会事務局　由利本荘市観光協会事務局
＊問い合わせ先問い合わせ先
　　市観光協会　　市観光協会本荘支部本荘支部（☎24－6349）（☎24－6349）
　　市観光協会東由利支部（☎69－2116）　　市観光協会東由利支部（☎69－2116）
　　市観光協会西目支部（☎33－415　　市観光協会西目支部（☎33－4150）

　春に開催される花のイベント４つを巡るスタン
プラリーを実施します。４カ所すべてのスタンプ
を集めた方の中から、抽選で30人にすてきな賞
品が当たります。
期間　４月12日㈯～５月25日㈰
＊対象イベントとチェックポイント（期間）
　①さくらまつり／修身館（４月16日～ 29日）
　②桜・菜の花まつり／道の駅「にしめ」

（４月12日～５月６日）
　③観桜会・黄桜まつり／八塩センターハウス

（４月26日～５月11日）
　④つつじまつり／修身館（５月11日～ 25日）
＊応募上の注意　台紙は「さくらまつり」、 「桜・
　菜の花まつり」、「観桜会・黄桜まつり」のイベ
　ント会場に設置しています（ただし、期間中の
　み）。
　応募は１人１枚までで、４ヵ所すべてのスタン
　プが押されたもののみ有効となります。
＊応募方法　「観桜会・黄桜まつり」、「つつじま
　つり」の各会場に設置されたポストに投函する
　か、５月末日まで（必着）事務局へ送付。
＊応募のあて先　〒015－8501　由利本荘市尾崎17
　由利本荘市観光協会事務局
＊問い合わせ先
　　市観光協会本荘支部（☎24－6349）
　　市観光協会東由利支部（☎69－2116）
　　市観光協会西目支部（☎33－4150）

　

恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
、
川
と

一
体
と
な
っ
て
ふ
れ
あ
え
る
交
流
拠

点
「
西
滝
沢
水
辺
プ
ラ
ザ
」。
現
在

で
は
珍
し
く
な
っ
た
旧
西
滝
沢
小
学

校
の
木
造
校
舎
の
た
た
ず
ま
い
や
、

桜
並
木
の
美
し
い
景
観
を
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

４
月
中
旬
か
ら

▽
お
問
い
合
わ
せ　

由
利
総
合
支
所

　

振
興
課
（
☎
53
―
２
１
１
２
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

　

17
日
㈭
ま
で
、
市
観
光
協
会
本
荘

　

支
部
事
務
局（
☎
24―

６
３
４
９
）
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　：本荘公民館　　22－0900　　：本荘文化会館　　22－3033　　：アクアパル　　22－5611　　：市総合体育館　　62－0500文 ア 総公

文

・

本
荘
南
中
学
校
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

９
時
〜
正
午

文

・

猪
股
研
城
ペ
ン
字
書
道
展
（
〜
６
日
／
地
下
会
議
室
）

　

13
時
〜
17
時

ア

・

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会

　

18
時
〜
19
時
30
分　

登
録
料
あ
り

文

・

本
荘
芸
術
文
化
協
会
常
任
理
事
役
員
会　

13
時
30
分
〜
17
時

　

 

（
地
下
会
議
室
）

文

・

本
荘
南
中
学
校
入
学
式　

14
時
〜
16
時

・

総
合
体
育
館
休
館
日

ア

文

・

ア
ク
ア
パ
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
水
辺
の
ま
ち
市
場
」

　

９
時
〜
15
時

・

千
昌
夫
シ
ョ
ー　

12
時
30
分
〜
15
時　

Ｓ
席
５
千
円
、 

Ａ
席

　

４
千
５
百
円
（
当
日
券 

５
百
円
増
）

総

・

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
（
太
極
拳
）
９
時
〜
17
時

文

文

公

・

第
47
回
秋
田
新
電
元
Ｑ
Ｐ
サ
ー
ク
ル
発
表
会

　

８
時
30
分
〜
13
時

・

ド
リ
ー
ム
テ
テ　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
展
（
〜
13
日
／
地

　

下
会
議
室
）
10
時
〜
17
時

・

日
本
語
学
習
教
室
開
講
式　

18
時
45
分
〜
20
時
45
分

ア

・

第
二
回
こ
だ
わ
り
の
手
仕
事
展
（
〜
６
日
）
初
日
13
時
〜

　

最
終
日
16
時

　

総
延
長
約
1.3
㌔
の
「
ハ
ー
ブ
通
り
」
の
桜
並
木
。

隣
接
す
る
４
㌶
の
花
畑
に
菜
の
花
が
黄
色
い
花
を
咲

か
せ
る
と
、
美
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
春
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ま
す
。
夜
間

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
、
幻
想
的
な
美
し
さ
。

　

ま
た
、
少
し
足
を
伸
ば
す
と
浜
館
公
園
で
は
、
日
本
海
の
す
ば
ら
し
い
眺
望

と
と
も
に
桜
の
古
木
と
自
然
の
調
和
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

　

４
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰　

ハ
ー
ブ
通
り
一
部
区
間
の
歩
行
者
天
国

　

４
月
末
〜
５
月
６
日
㈫　
菜
の
花
畑
大
迷
路
と
賞
品
が
当
た
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

　

５
月
３
日
（
土
・
祝
） 　
10
時
〜
菜
の
花
無
料
摘
み
取
り
、
菜
の
花
畑
大
迷

　
　
　

路
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
大
抽
選
会

問
い
合
わ
せ
先
／
市
観
光
協
会
西
目
支
部
（
☎
33
―
４
１
５
０
）

　

本
荘
藩
２
万
石
の
城
址
と
し
て
、
歴
史
的
た
た
ず
ま
い
を
今
に
伝
え
る
本
荘

公
園
。
千
２
百
本
余
り
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
、
そ
の
姿
を
桜
色
に
包
み
込
み
ま
す
。

期
間
中
は
、
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
行
わ
れ
、
春
の
夜
を
演
出
し
ま
す
。

 

予
定
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
（
会
場
ほ
か
）

　

４
月
16
日
㈬　

 

山
開
き
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
（
本
荘
公
園
城
門
）、

　
　
　

植
木
盆
栽
市
（
29
日
ま
で
／
本
荘
公
園
正
面
広
場
）

　

４
月
19
日
㈯　

 

観
桜
短
歌
大
会
（
鶴
舞
会
館
）

　

４
月
20
日
㈰　

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
本
荘
公
園
正
面
広
場
）、
ご
て
ん
ま
り

　
　
　

制
作
実
演
教
室
（
本
荘
公
園
本
丸
の
館
／
参
加
者
募
集
▽
詳
し
く
は
18
㌻
）、

　
　
　

猿
倉
人
形
芝
居
（
鶴
舞
温
泉
）、
釋
尊
降
誕
会
「
花
ま
つ
り
」（
商
工
会
館
）

　

４
月
22
日
㈫　

第
４
回
由
利
本
荘
市
さ
く
ら
ま
つ
り
俳
句
大
会

　

４
月
26
日
㈯　

は
こ
庭
作
り
実
演
（
遊
泳
館
入
り
口
前
）

　

４
月
27
日
㈰　

こ
ど
も
消
防
体
験
（
市
役
所
駐
車
場
）、
呈
茶
（
裏
千
家
わ
け

　
　
　

い
会
）、
凧
作
り
実
演
・
制
作
教
室
（
本
荘
公
園
ス
テ
ー
ジ
）、
フ
リ
ー
マ
ー

　
　
　

ケ
ッ
ト
（
本
荘
公
園
正
面
広
場
）

問
い
合
わ
せ
先
／
市
観
光
協
会
本
荘
支
部
（
☎
24
―
６
３
４
９
）



平成20年４月１日号 広報ゆりほんじょう

■ 「由利本荘市歩こう会」新年度会員募集
▷とき…４月から毎月１回（日曜日）
▷内容…月１回月例会として市内コースを
　　歩くほか、県内または東北各地で開催
　　されるウオーキング行事へ参加します。
▷年会費…2,000円
▷申し込み・お問い合わせ…会長・土屋さん（☎
　　22－0018）、事務局・今野さん（☎23－1750）
■ 「ひなた」への参加者を募集しています
　ひきこもりなど、人間関係が難しいと感
じている若い人たちの集いです。
▷とき…４月５日㈯、19日㈯  午後１時30
　　分～４時30分　　▷会費…１回50円
▷ところ…本荘勤労青少年ホーム
▷お問い合わせ…三浦さん（☎23－2192）
■子育てサークル「さくらんぼ」会員募集
▷とき…４月11日㈮、18日㈮、23日㈬、28
　　日㈪  午前10時～正午
▷ところ…鶴舞会館
▷対象…入園前までの幼児と親・祖父母
▷お問い合わせ…和田さん（☎24－3933）
■パッチワークキルト「ドリームテテ」
　～第３回作品展～
▷とき…４月11日㈮～13日㈰  午前10時～ 
　　午後５時
▷ところ…本荘文化会館地下会議室
▷内容…オリジナルタペストリー、フレン
　　ドシップキルト、オリジナルバック小物
▷お問い合わせ…打矢さん（☎74－6062）

■ダンスパーティーにご参加ください
▷とき…４月20日㈰  午後１時45分～４時
▷ところ…アクアパル多目的ホール
▷会費…1,500円  ※前売り･予約には抽選券付き
▷お問い合わせ…竹内さん（☎090－3363
　　－9263）
■矢島高校拓道同窓会総会のご案内
　お誘い合わせのうえ多数ご出席ください。
今年度総会当番は、８の期（８・18・28・
38・48期卒業生）です。
▷とき…４月26日㈯  午後１時30分
▷ところ…矢島町歴史交流館（龍源寺手前）
▷会費…3,000円（当日受け付けで）
▷申し込み・お問い合わせ…４月15日㈫ま
　　で、事務局・土田さん（☎56－2753）、
　　真坂さん（☎58－2145）
■本荘中学校卒業50周年（Ｓ33年卒業）
　～『古希を待てない会』開催のお知らせ～
　本荘中学校昭和33年３月卒業50周年同期
会を、上記の名称で開催しますので、多数
の参加をお待ちしています。
▷とき…４月26日㈯  午後２時30分～５時
　　30分（１時30分～受け付け、２時30分
　　記念写真撮影）
▷ところ…ホテルアイリス
▷会費…男女とも１万円（写真２枚含む）
▷申し込み・お問い合わせ…４月５日㈯ま
　　で、事務局斎藤さん（マルイチしょう
　　ゆ・みそ醸造元内☎22－0006）

　

広
報
広
聴
課
で
は
、
子
ど
も
の

笑
顔
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
対
象…

小
学
校
入
学
前
の
子
ど

　

も
（
市
内
在
住
に
限
り
ま
す
）

■
内
容…

①
写
真
１
枚
②
ひ
と
こ

　

と
コ
メ
ン
ト
③
子
ど
も
の
氏
名

　

・

ふ
り
が
な
・
生
年
月
日
・
性

　

別・

住
所
④
○
○
さ
ん
ち
の
○

　

○
部
分
⑤
連
絡
先
電
話
番
号

■
申
し
込
み…

郵
送
か
電
子

　

メ
ー
ル
で
広
報
広
聴
課
へ

　

（
あ
て
先
な
ど
は
裏
表
紙
に
記

　

載
し
て
い
ま
す
）

■
申
し
込
み
多
数
の
場
合
な
ど
、

　

紙
面
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
い

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

　

承
く
だ
さ
い
。

　

　第３回由利本荘市
フットサル大会が３
月１日と２日の両日、
市総合体育館を会場
に行われ、参加した
28チームが、日ごろ
鍛えた華麗な足技を
披露して熱戦を展開
しました。

※５月１日号に掲載希望の原稿は４月15日㈫
　が締め切りです。（一部抜粋して掲載する
　場合があります）

　佐藤幸太郎さん（明
治41年３月５日生まれ
・内黒瀬）に、市から
賀詞と長寿祝金が贈呈
されました。
　これからもお元気で
お過ごしください。

　カヌー模擬体験
会を開催します。
▷とき…４月の毎
　　週土曜日  午
　　前10時～正午
▷ところ…アクア
　　パル
▷対象…小学生以
　　上
▷内容…エルゴマ
　　シーンでの競
　　争など
▷申し込み・お問
　　い合わせ…土
　　橋さん（市ス
　　ポーツ振興課
　　内☎24－6287）

優勝した「ＦＣ ＨＡＮＮＡ」

Yurihonjo city public Relations.  2008
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後　藤　　　更ちゃん（久晴さん）日役町

小　関　亜　衣ちゃん（公祥さん）石脇

工　藤　夢　徠ちゃん（　隆　さん）薬師堂

菊　地　　　春ちゃん（幸夫さん）内黒瀬

其　部　希　穂ちゃん（清和さん）薬師堂

髙　橋　愛　琉ちゃん（　真　さん）葛法

佐々木　博　史ちゃん（英樹さん）二番堰

後　藤　　　禮ちゃん（忠宏さん）谷山小路

小　林　　　輔ちゃん（洋輔さん）石脇

東海林　初　華ちゃん（耕太さん）親川

三　浦　拓　真ちゃん（正彦さん）石脇

猪　股　優　来ちゃん（光治さん）烏川

齊　藤　惺　矢ちゃん（健一さん）船ヶ台

佐　藤　美峰子ちゃん（繁則さん）

矢島町七日町

東海林　　　玲ちゃん（大典さん）矢島町舘町

小　番　　　冴ちゃん（正人さん）矢島町立石

吉　尾　優　華ちゃん（浩喜さん）岩城滝俣

前　川　愛　心ちゃん（一也さん）岩城内道川

大　友　慎之介ちゃん（武憲さん）中帳

鈴　木　一　世ちゃん（好成さん）岩谷町

荒　川　　　蓮ちゃん（秀志さん）

西目町海士剝

鈴　木　さくらちゃん（　信　さん）西目町沼田

鷹　島　将　也ちゃん（一春さん）西目町出戸

池　田　雪　桜ちゃん（慎吾さん）西目町西目

佐　藤　勇　仁ちゃん（英理奈さん）鳥海町小川

佐　藤　優　生ちゃん（純一さん）

鳥海町上直根

佐　藤　蒼　天ちゃん（雄太さん）

鳥海町上川内

　　　  さえ

ゆう　　か

まな　　み

しん の すけ

いっ　  せい

　　　  れん

まさ　　や

  ゆ　　のん

ゆう　　と

ゆう　　い

  そ　　  ら

菊　地　ヤ　ヱさん（87歳）中横町
佐　藤　千代子さん（83歳）矢島町元町
工　藤　佐　一さん（93歳）岩城冨田
今　野　ユ　リさん（83歳）岩城君ヶ野
工　藤　鏡　一さん（54歳）岩城上蛇田
吉　尾　ツルヱさん（90歳）岩城滝俣
　　野　善　　さん（77歳）岩城二古
三　浦　文　夫さん（65歳）五十土
三　浦　ナヲエさん（83歳）前郷
髙　橋　三四子さん（86歳）曲沢
佐　藤　ミドリさん（87歳）新田
伊　東　竹　志さん（74歳）東由利舘合
鈴　木　亮　一さん（76歳）東由利田代
阿　部　キ　エさん（86歳）東由利蔵
齋　藤　銀　作さん（81歳）西目町沼田
髙　橋　ヒ　デさん（85歳）鳥海町上川内
太　田　マサヨさん（89歳）鳥海町上笹子
村　上　民　也さん（85歳）鳥海町上川内
今　野　忠　佐さん（66歳）鳥海町下笹子

木村耕一氏（由利本荘市農業委員・久保
田）は３月７日永眠されました。氏は、平
成17年８月から学識経験者として、市議会
の推薦を受けて農業委員に就任され、農地
などにかかる適正かつ効率的な利用の促進
活動などを通じ、農業振興並びに農業者の
地位向上に尽力されました。61歳。

小　松　一　男さん（75歳）給人町
佐々木　伍　一さん（84歳）石脇
速　水　チ　ヨさん（89歳）出戸町
佐々木　喜美子さん（86歳）船岡
佐　藤　朝　子さん（55歳）小人町
池　田　サタヨさん（97歳）石脇
佐々木　喜　代さん（79歳）館前
伊　藤　朝　子さん（40歳）石脇
工　藤　　　紀さん（67歳）二番堰
新　田　ミツヱさん（92歳）観音町

■弓道教室の参加者を
　募集しています
　個人の体力に合わせた指導
を行いますので、女性や高齢
者の方でもお気軽にご参加く
ださい。
▷とき…５月14日～７月２日
　　の毎週水曜日、午後７時
　　～８時30分（開講式／５
　　月14日）
▷ところ…西目弓道場「無想
　　館」（西目町沼田）
▷対象…中学生以上の男女
▷会費…1,000円（巻藁矢１本
　　購入代）
▷申し込み・お問い合わせ…
　　４月30日㈬まで、池田さ
　　ん（☎33－4134）
■「コアラちゃん教室」
　に遊びにおいで！
　お子さんが安心して楽しく
遊べるひとときです。お友達
もできますよ！初めての方も
お気軽にどうぞ。
▷とき…毎月第３水曜日（３
　　月・８月を除く）　午前
　　10時～ 11時30分
▷ところ…本荘カトリック幼
　　稚園
▷対象…０歳～就園前の乳幼
　　児と保護者
▷内容…４月「春探し」、５
　　月「ふわふわ小麦粉粘
　　土」、６月「人形劇」、７
　　月「水遊び」
▷持ち物…内ズック、着替え
▷お問い合わせ…本荘カト
　　リック幼稚園 （☎22－20
　　68）
■仏教讃歌合唱団
　「そよ風」新団員募集
▷とき…毎月第１・第３月曜
　日　午後７時30分～
▷ところ…廣誓寺（日役町）
▷対象…性別、年齢を問いま
　　せん
▷講師…指揮者／長谷川正子
　　さん、発声指導者／亀崎
　　光子さん
▷お問い合わせ…亀崎さん

（☎22－3246）




